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第19図

S M 1002出土ガラス玉

S M 1002出土鉄器

152

ゝ

第20図  S M 1002出上須恵器

須恵器には、蓋杯、直口壼、短頸壷、瓶類がある。152～ 154は蓋杯で、153と 154は 回径に

差がみられるが、いずれも口縁部の立ち上がりが高い。直口壺 (155)は、平坦な底部 と大き

く屈曲する体部より、直線的に長い口頸部が上方へ延びる。短頸壺 (156)で、全体的に薄い

作 りが、瓶類 (157)は 口頸部外面にみられる強い回転ナデが特徴 となっている。

14)小結

2号墳は、床面が攪乱されており、本来の姿をとどめていないため、築造時期や追葬回数
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を厳密に決定することは難しい。しかし須恵器蓋杯には形態差が認められ、少なくとも2回

の埋葬が行われたものと考えられる。また玄門部での仕切石の設置や奥壁に板状の石材を立

てて使用している点など、他の古墳 との相違点もいくつか認められることは、本古墳群のみ

ならず周辺の古墳群 との関連において把握すべきものと考える。

3号墳 (S M 1003)

(1)墳丘・周溝

第21図  S M 1003墳丘測量図
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L=89 30m B′

L=8930m
― c

と=8850m

19

13

11 25Y7/4浅 黄色シルト   21 2_5Y7/2灰 黄色シルト
12 25Y7/4浅 黄色砂質±   22 25Y7/3浅責色砂質土
13 25Y8/4淡 黄色シルト   23 5Y8/3淡 黄色砂質土
14 5Y8/3淡黄色砂質±    24 25Y7/4浅 黄色砂質土
15 25Y6/2明 黄掲色粘質±  25 5Y8/3淡 黄色砂質土
16 5Y8/3淡黄色砂質±    26 25Y7/6明 黄褐色シルト
17 5Y7/2灰白色シルト    27 5Y8/4淡 責色砂質土
18 25Y8/4淡 黄色砂質±   28 5Y3/4淡黄色砂質土
19 25Y7/2灰 黄色シルト   29 25Y7/3浅黄色砂質土
20 25Y8/3淡 黄色砂質土

第22図  S M 1003墳丘断面図

3号墳は、 2号墳の南の標高87.5～ 88.5mの地点に位置する。北側に周溝を持ち、主体部

には横穴式石室が構築されている (第21図 )。

周溝は、北側尾根鞍部を切るように構築されている。長さ約 8mが残存し、中央部の幅は

約 2m、 深さは約30cmでU字形の断面を呈する。周溝内には明黄褐色砂質土 (3層)の堆積

がみられたが、遺物は少なかった。

墳丘は盛上がほとんど残存しておらず、その構築方法は不明である。周溝や主体部掘 り方

から推測される墳形及び規模は、直径10m程度の円墳 と考えられる。

12)主体部

主体部は、幅約2.9m、 長さ約7.4m、 残存する深さ約1.4mの隅丸長方形の掘 り方に、主軸

方向をN4° Eに とる横穴式石室が構築されている。盗掘のためとみられる攪乱により石室の

残存状況は良くない。

0            2m

l 表土
2 10YR5/6黄 掲色砂質土
3 10YR6/6明 黄褐色砂質土
4 10YR7/6明 黄褐色砂質土
5 10YR6/6明 黄褐色砂質土
6 10YR7/6明 黄褐色砂質土
7 25Y6/6明黄褐色砂質土
8 5Y8/4淡黄色砂質土
9 5Y7/4浅責色砂質土
10 5Y7/4浅黄色砂質土
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石室内は、攪乱後の埋上が大半

を占め、それ以前の堆積土はわず

かしか残存していない。 5～ 8層

の明黄褐色または淡黄色の砂質土

は攪乱後の堆積である。 9～ 12層

の浅黄色の砂質土 またはシル ト

は、石室の利用終了直後から攪乱

を受けるまでの堆積上である。特

に12層 には羨道部において検出さ

れた須恵器が含まれている。13層

の淡黄色砂質土は、焼土もしくは

灰とみられる粒子を含み、よくし

まっている。床面もしくは床面構

築にあたっての基底部を構成する

層と考えられる。14～29層 は壁体

構築時の裏込め土と考えられる。

奥壁側 と左側壁側は粒子の細かい

層 (15。 17・ 19。 21・ 26・ 28層 )

と粗い層 (14・ 16・ 18・ 20・ 22・

25。 27・ 29層)が互層になっている。

羨道部は、内法幅約 lm、 長さ

約1.5mと 推定される。右側に壁の

石材 とみられる40～ 50cm大で厚さ

10～15cm程度の板状の砂岩が 2つ

残存し、床面には10～30cm大 の砂

岩小礫が若干みられる。このこと

から羨道「平とこもラkF三 とこ
`ま

羅慕が夷文か

れていたことが推測される。玄門

部は袖石を欠 くが、床面に残存す

る石材の抜き取 り痕から両袖式の

石室であったとみられ、また礫床

の残存状況から当初より仕切石は

配置されていなかったと考えられ

0          1

第23図  S M 1003主体部平面図
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第25図  S M 1003遺物出土状況

る。

玄室の内法幅は、奥壁側1.2m、 中央部1.3m、 玄門付近1.2mで、わず

かに胴張 り気味の長方形プランを持つ。長さは3.4m程度と推定される。

右側壁は多い部分で 2段約25cmが残存し、最も奥壁側の石材の幅が約60

cmであるほかは、ほとんどが幅約40cmほ どの板状の石材 となっている。

左側壁は、多い部分で 3段、約80cmが残存し、第 1段に40cm大 の板状の

石材を用い、第 2段には50～60cm大 の石材を、第 3段には70～80cm大 の   
一

帥

石材を配し、上部ほど大きな石材を用いている。また積み方については、第2咽 S M1003出凸齢

いくつかのプロックに分けて積むのではなく、 1段ずつ横へ横へ積んでいくという方法が採

られている。奥壁は中央から右側を欠 くため、 1列 3段 しか残存していない。第 1段には50

cm大の板状の石材を配し、第 2段には70cm大 の砂岩の小口を利用している。また石材の形態

に合わせて小さな板状の石材を間に配しレベルの調整を行っている。玄室床面については、

羨道部の様子から砂岩小礫による礫床が想定されるが、全 く残存しておらず不明である。た

だ検出段階において、玄室内には中央部 と奥壁近 くに、短軸方向に2列の石列がみられ、こ

れらが攪乱時に石室内の石材を積み上げたものと考えられることから、本墳石室内はほとん

ど原形をとどめていないものとみられる。

遺物は、ほとんどが羨道部から出上し、特に羨道部の最も開口部に近い地点では、須恵器

が集めて積み上げられたような形で検出された (第25図 )。 まずもっとも開口部側で、長脚高

杯が 2つ (171・ 172)、 横倒しで脚部を合わせるような状態で、羨道部中央では蓋杯 (159・
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161・ 163・ 168)や高杯 (164・ 165)に混じって平瓶 (174)力 、ゞ右側壁近 くで短脚高杯 (170)

と高杯蓋 (167)が検出された。中央部の蓋杯や高杯には完形のものが多いが、それ以外の地

点では破片が多い。

(3)出土遺物

3号墳出土遺物には、鉄器 と須恵器がある。以下各種遺物について記述する。

鉄器 (第26図 )

158は刀子である。石室内の攪乱から出上した。刃部のみが残存している。

須恵器 (第27図 )

須恵器には、蓋杯、高杯、提瓶、平瓶がある。

159～ 160は蓋杯の蓋で、159の天丼部外面には「十」形のヘラ記号がみられる。

161～ 163は蓋杯の身で、16Ⅲ 162の ように口縁部の立ち上がりが高いものと、163の ように

低 く短いものとがある。

164～ 172は高杯で、このうち164～ 166は有蓋短脚高杯、167～ 172が有蓋長脚高杯である。

164は短 く外反しつつ立ち上がる回縁部 と倒杯形に延びる脚部が特徴である。165。 166は大形

の有蓋短脚高杯の蓋 と身のセットである。165は 口縁部 と天丼部の境に稜線を巡らし、天丼部

には平行タタキを施した後、回転カキメを施している。166は杯部外面に回転ナデが施されて

いるが、わずかに平行タタキの残存が認められ、また脚墓部より内側の底部外側にもかすか

に回転カキメが残存している。このことから杯部の外面に平行タタキを施した後回転カキメ

を施し、その後脚部を貼 り付けて回転ナデを施したものとみられる。また内面には強い不整

方向ナデがみられる。167～ 169は有蓋長脚高杯の蓋で、いずれも外面の相当部分に自然釉が

認められ、天丼部 と口縁部の境には稜線が巡っている。また167に は天丼部外面に回転カキメ

が施されている。170～ 172は有蓋長脚高杯の身で、いずれも口縁部の立ち上がりが低 く短 く、

脚部に施された 2条の沈線と2方 2段の方形の透かし穴も共通している。なお蓋167は 口縁端

部をわずかに欠き、高杯170は受部に蓋の口縁端部の釉着が認められる。170に みられる口縁

端部は167の ものであることから、焼成時に身の上に蓋を重ねて置いたものと考えられる。

173は提瓶で、体部外面には弱い回転の回転ヘラ削りが、内面には時計回りに施されたユビ

押さえがみられる。174は平瓶で、体部の上面に三角錘状の把手が 2つ張り付けられているの

が特徴 となっている。
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第28図  S M 1004墳丘測量図
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(4)小結

全体的に残存状況の悪い 3号墳の最 も大きい特徴は須恵器にある。なかでも特に有蓋長脚

高杯には、167と 170の ように胎上が粗いものが含 まれており、色調や焼成が他の古墳 とは異

なる。また脚部の透かし孔の形状にも特徴が認められる。透かし孔は 2段 2方向に穿たれ、

幅 8～ 17mm程度の方形を呈するが、 4号墳や柿谷遺跡では、筋状の透かし孔を持つ高杯がみ

られ、透かし孔の形態が異なる。165、 166の ような大形の短脚高杯 も類例はな く、在地窯で

の生産をも想定 した供給ルー トの再検討 も必要になるものと考えられる。

3号墳出上の須恵器は、その形状や法量から、蓋杯 160・ 161、 高杯 165。 166や 167・ 170、蓋

杯163と いう大きく3つ のグループに分けることができる。これはそのまま築造時期や追葬時

期を表 したものと考えられることから、少な くとも3度の埋葬が行われたものと考えられる。

4号墳 (S M 1004)

1 表土
2 観乱
3 25Y7/4浅黄色砂質土
4 25Y7/3浅黄色砂質土
5 25Y8/4淡黄色砂質土
6 25Y7/2灰 黄色砂質土
7 25Y7/3浅 黄色砂質土
8 25Y7/4浅黄色砂質土
9 25Y6/2灰 黄色砂質土
10 25Y7/3浅 黄色砂質土

16

■ 10YR5/8責褐色砂質土
12 10YR6/3に ,S(い 黄褐色砂質土
13 25Y7/3浅 黄色砂質土
14 25Y7/2灰 黄色砂質土
15 10YR7/2に しStい黄橙色砂質土
16 25Y7/4浅 黄色粘質土
17 25Y6/3に しSくい黄色砂質土
18 25Y6/2灰 黄色砂質土
19 25Y7/4浅 黄色砂質土
20 25Y5/4暗 灰黄色砂質土
21 25Y6/4に しStい黄色砂質土
22 鶴乱
23 10YR5/8黄褐色砂質土
24 25Y7/4浅 黄色砂質土
25 25Y7/3浅 黄色砂質土
26 25Y7/6明 黄褐色砂質土
27 25Y6/6明 黄褐色砂質土

第29図  S M 1004墳丘断面図

25Y6/3に ,S(い 黄色砂質土
25Y6/4に しヽくい黄色砂質土
25Y8/6黄色砂質土
25Y6/2灰黄色砂質土
25Y7/6明黄褐色砂質土
25Y6/6明黄褐色砂質土
25Y7/4浅黄色砂質土
25Y7/4浅黄色砂質土
25Y7/3浅黄色砂質土
25Y7/3明黄褐色砂質土
25Y7/6明黄褐色砂質土
25Y7/4淡黄色砂質土
25Y6/4に ,Stい 黄色砂質土
25Y7/4浅黄色砂質土
25Y5/2暗灰褐色砂質土
25Y6/4に しヽい黄色粘質土
25Y7/6明黄褐色砂質土
25Y7/6明黄褐色砂質土
25Y6/8明黄褐色砂質土

L=8720m

L=8720m

十
41

，
、
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(1)墳丘・周溝

4号墳 は、調査区の最 も南、標高

85～86.5mの地点に位置する。北側尾

根鞍部を切るように構築された周溝を

持ち、墳丘上の石室掘 り方の周囲には、

30～50cm大 の砂岩礫がみられた。主体

部には横穴式石室が構築 されている

(第28図 )。

周清は、尾根部分に約 8m程度残存

している。中央部の幅は約2.3m、 深さ

は約45cmで、断面はU字形を呈する。

周溝内には明黄褐色砂質土 (44～ 46層 )

が堆積しており、大きく3層に分けら

れる。特に45層 には須恵器が多 く含ま

れていた。須恵器はほとんどが甕の体

部とみられ、口縁部、底部はほとんど

含まれていなかった (第29図 )。 本墳の

周溝は、その残存状況からみて墓域の

区画という性格が強いものとみられる。

墳丘は、まず地山整形面に明責褐色

(25。 26層)やにぶい責色 (27・ 42層 )

砂質土を施してレベル調整を行い、そ

の上面に炭化物混じりの砂質土 (25・

40・ 42層)を突き固めて基底部を構成

し、さらに責褐色系の砂質土 (29～ 39

層)を互層に叩き締めるという方法で

構築している。また基底部を構成する

と考えられる27層が、掘 り方内にまで

延び、側壁架構時の裏込めとみられる

19～21層の上にもみられることは、盛

上によって墳丘が構築された後、掘 り

方が掘削されたのではなく、まず地山 第30図  S M 1004主体部平面図
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第31図  S M 1004石室実測図
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面を露出させ整形 した後墓墳を掘削

し、石室を構築しつつ盛 り上が施され

たものとみられる(第29図 )。 周溝や墳

丘盛土から推定される墳形及び規模

は、南北径約14.5m、 東西径約12mの

南北に長い円墳 と考えられる。

12)主体部

主体部は、幅約3.2m、長さ約10.lm、

残存する深さ約1.3mの 隅丸長方形を

呈する掘 り方に、主軸方向をN13° Eに

とる横穴式石室が構築されている (第

30図 )。 盗掘 とみられる攪乱のため残存

状況は良 くない。

本墳主体部には、 2度にわたって大

きな攪乱を受けている。 2層は最も新

しい攪乱後の堆積層である。 3～ 8層

が石材の抜き取 りなどが行われたとみ

られる第 1回 目の攪乱後の堆積であ

る。ほぼ平行な堆積をしているが、 7

層と8層は粒子が粗 くしまっていない

のに対して、 3～ 6層は比較的よくし

まっている。 9層 と10層 は石室利用終

了直後の堆積土である。いずれもよく

Ｎ

Ｉ
代
、
、
キ
、

第32図  S M 1004羨道遺物出土状況

しまっている。特に10層 は床面直上の堆積であり、遺物 もこの層に多 く含まれている。11～ 14

層は閉塞石上面の堆積で13層 には須恵器等の破片が含まれている。15層 は閉塞石中の堆積で、

この層の上面には完形の須恵器等が含まれている。16層の浅黄色粘質土は、非常によくしま

っており、この層の上面や上部には玉が多く含まれている。

石室開口部には、30～40cm大の砂岩礫が閉塞石として用いられ、長さ約1.5m、 高さ約60cm

にわたって積み上げられていた。羨道部中央にみられる礫群は、それらの閉塞石の崩れたも

のとみられる。

羨道部の遺物は、概ね 4群に分けられる(第32図 。図版18)。 まず閉塞石のすぐ南西側より、
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完形の蓋杯743と 744が回縁部を上に向け、

並んで出上した。南東側では、閉塞石と羨

道部中央の礫群 との間では、やや軟質焼成

の高杯751や平瓶755な どの完形のもののほ

か、杯身746な どの破片が出上している。中

央部の礫群の上からは土師器提瓶や鉄鏃

704な どが、またそこから約40cm南 で高杯の

蓋などが出土した。レベルはほとんどが閉

塞石の上面にあたり、閉塞石の上面に堆積

する15層 のにぶい黄橙色砂質土中である。

ただ土師器の提瓶や高杯の蓋などは、焼成

が不良であつたり、残存状況が良 くなかっ

たりで図化できなかったものが多い。

石室は、内法の長さ約4.3m、 幅は奥壁側

約1.3m、 中央部約1.6m、 開口部側約 lm

とやや胴張りとなっている。右側壁は、す

べて60～80cm大 で厚さ40cm程度の砂岩が用

いられている。多いところで 2段、高さ約

70cmま で残存し、第 1段は 6列で構成され

ている。左側壁は、最も多いところで 3段、

高さ約65cmが残存している。第 1段は、ほ

とんどが厚さ約35cmの砂岩礫が用いられい

るが、最も奥壁に近い石材だけは厚さ約65

cmと 他の 2倍ほどあり、第 2段、第 3段は

その石と、他の石 とのレベルを調整しつつ  第33図  S M 1004第二次床面遺物出土状況

積み上げられている。奥壁は、 2段約60cmが残存し、50～60cm大 で厚さ30cm程度の石材が用

いられている。また奥壁 と側壁の交点は 2段目以降隅丸に積まれている。

床面は2面が想定される(第31図 )。 第二次床面には、20～30cm大 で厚さ10cm大 の砂岩礫が

用いられている。攪乱が床面付近まで及んでいることもあって、部分的に礫のみられない所

もあるが、石室内ほば全面に敷いたものと考えられる。開口部では50～70cm大 で厚さ20cmの

板状の砂岩を中心に40cm大 のやや四角い砂岩が周囲に配され、仕切石 として用いられている。

第一次床面は、礫床は構築されていない。石室開口部にも仕切石などは置かれず、かわって

16層のよくしまった浅責色粘質土が石室内ほぼ全面に敷き詰められている。
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第二次床面の遺物は、鉄器が中心である(第

33図 )。 特に馬具、鉄鏃は奥壁付近に集中して

いるが、石室中央部や開口部付近にも刀子や

鉄鏃が若干みられる。奥壁付近の鉄器では、

鉄鏃が、奥壁 と左側壁のコーナー近 くの礫床

の隙間で集中して検出されている (図版20)。

これらはほとんどが鋒を下に向けて方向が揃

っており、意図的に置かれた可能性が高い。

装身具は石室中央部 と開口部付近に多 くみら

れる。特にガラス玉は数自体は少ないが、石

室中央部に集中する傾向がみられる。

第一次床面ではほとんどが装身具で占めら

れる。特に練玉が多 く、石室中央部から開口

部にかけてほぼ全面にみられる。がラス玉は

石室中央部に集中しており、第二次床面の礫

床の石の下でつぶれて散ったような状態で、

トンボ玉が 1個体検出された。また開口部で

は、羨道部にかけての仕切石の下から須恵器

の小片が出上している。明らかに礫床上面や

下面から検出された遺物を除いて、礫床のな

い部分から検出された遺物については、層位

やレベルから帰属する床面を想定したが、第

二次床面に帰属するもので礫床の隙間から第

一次床面上に転落したものなどは完全に分け

ることはできなかったため、杯身747や馬具

737の ように 2面の床面に分かれてしまって

いるものもある。

(3)出土遺物

°
竜
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陛____‐ m° 稔

Σ

だ

Ｅ

∈

Ｎ

ｌ
ｈ
、
、
キ
、

a

第34図  S M 1004第一次床面遺物出土状況

4号墳出土遺物には、装身具、鉄器、須恵器、土師器がある。以下各種遺物について記述

する。
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S M 1004出土装身具 (6)練玉

装身具 (第35～40図 )

装身具には、耳環、ガラス玉、練玉がある。耳環は 2つ あるが、図化できたのは 1つだけ

である。175は、わずかに内側にのみ銀箔が残存しているが、表面の大部分は剣離しており、

ほとんどの部分は銅芯がむき出しになっている。芯は中実である。

176か ら2■ はガラス玉である。176～ 178は紺色 (A群)、 179は あいいろの玉 (B群)で、

径は 7～ 8 mm、 重量は0.3～0.5gほ どあり、他の群 と比較しても飛び抜けて大きい。上下両

面が研磨されて平坦面 となっており、孔と平行な方向に気泡がみられる。180～ 189は径 4～ 5

111111程度の紺色の玉である。一方の面の孔付近のみを研磨してあるものが多 く、また切 り離し

時のものとみられる突起が認められるものがある(C群 )。 190は径411un弱 のあさぎいろの玉で、
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第41図  S M 1004出土鉄器 (1)鉄鏃
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第43図  S M 1004出土鉄器 13)馬具

側面に紺色の斑点を有する(D群)。 191は径3.4mllの あさぎいろの玉で、管状の素材を切断し

たものとみられる (E群 )。 192～ 197は あさぎいろの玉で、193が不透明であるほかは透明感

がある (F群 )。 198。 199は不透明なにぶあおみどり (G群 )、 200～204はやや透明感のある

さびあさぎ、205は にぶみどり、206～208は不透明なさびあさぎの玉で、202、 206、 208に は

両面に研磨が施されている (H群 )。 209は不透明なわさびいろの玉 (I群 )、 210。 211は うす

きの玉 (J群)で、子し付近にのみ研磨が施されている。このほかガラス玉には、オパールグ

リーンの親玉に青緑 とうすきいろの 2種類の子玉を持つ トンボ玉 (モ ザイク玉か ?)や、こ

みどりのガラス製管玉とみられる破片があるが、復元、図化することはできなかった。

212～ 683は練玉である。基本的には球体を呈するものと臼形を呈するものの大きく2つの

形態に分けることができるが、その中間の形態を示すものもみられるため、厳密な区分は難

しい。製作方法については、まず整形については、粘土を球体をなすものについては手で丸

め、臼形を呈するものは管状の素材を切断したものと、上下両面を指で挟み側面を整形した

ものとみられる。その後 1本の細い芯に数個から数十個を刺して焼成を行う。これは676～ 683

のように、 2つ の玉がくっついた状態のまま出上していることや、上下両面に平坦面を持つ

鰺琶仝詠蒙病戸))
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744

第44図  S M 1004出上須恵器 須恵器

ものの中に、その平坦面のみ黒色になっていないものがみられることから推測される。また

1面がくばみ、 1面が突出するような力が玉にカロわっていることから芯に刺す場合に玉を乾

燥させず柔らかい状態のまま行ったものと推測される。おそらく芯には燃えやすいものが用

いられ、焼成後玉だけを集めて使用したのであろう。

鉄器 (第41～43図 )

鉄器には鏃、刀子、鎌、馬具がある。鏃には、柳葉鏃、腸快三角形鏃、三角形鏃、方頭鏃、

長頸鏃がある。684～ 687は柳葉鏃で、鏃身部は関部はいずれも撫関を呈するが、断面は684・

685が片丸造を、686・ 687は両丸造を呈する。688・ 689は腸択三角形鏃で、688は鋒からぶく

らを有して直線状に逆刺部に至るが、逆刺部が大きく外方へ開いている。689は鋒より緩やか

に内弯しつつ逆刺部に至る。688が鏃身部幅に対して長さが長 く、6891ま ほば同じである。断

面はいずれも平造である。690～ 702は三角形鏃であり、そのほとんどを長三角形鏃 (690～701)
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が占める。鏃身関部はいずれも直角関であるが、断面にはいくつかの種類がある。690は鏃身

部中央は片丸造であるが、先端は平造 となっている。691～ 697・ 702は平造で、698・ 699は片

丸造、700・ 701は両丸造である。703～709は方頭鏃である。703は類円頭形の刃部を持つが、

他は欠失しており、形態は不明である。709は鏃身部中央に逆三角形の透かし穴を持つが、鏃

身部は剣離が激しく、かなり薄 くなっている。710は鏃身部先端を欠失しており形式は不明で

ある。鏃身部にはねじりの力が加えられているため、大きくねじれている。 4号墳出上の平

根鏃は、総じて個体差が大きい。711～ 723は長頸鏃である。711～ 717に ついては長三角形の

鏃身部に関部が角関を呈し、断面は両丸造 (711～713)、 片丸造 (714～717)がある。718は

片刃形を呈し、切刃造とみられる。719は無関の鏃身部の先端にのみ刃部がある「のみや」で

ある。

724～ 733は刀子である。完形のものはないが、724・ 725。 728・ 732・ 733に は茎部に木質の

残存が認められる。734・ 735は鎌である。いずれも刃部の中央付近の一部が残存しているの

みである。

736～ 742は馬具の破片とみられる。736は コの字状を呈し台形の断面を持つ。立聞にあたる

と考えられる。737～ 739は隅丸方形の断面を持ち、その平面形は円弧を描 く。素環鏡板の一

部 とみられる。740は隅丸方形の断面を持ち、直線状にのびる先端が環状を呈する。引手の一

部 とみられる。741は環状を呈する2つの破片が鎖のようにかみ合っている。衛 とみられる。

742は 2重の鎖がかみ合った様子から兵庫鎖とみられる。

上器 (第44図 )

土器には、須恵器、土師器がある。上師器は提瓶があるが、残存状況が悪 く、図化するこ

とはできなかった。須恵器には蓋杯、椀、高杯、平瓶がある。743～ 745は杯蓋で、743と 744

は口径はよく似ているが、天丼部の形状や調整技法に差異がみられ、745はやや口径が大きい。

杯身は口径がやや大きく口縁部の立ち上がりが若干高いもの (746)と 口径が小さく口縁部の

立ち上がりが低 く短いもの (747)が みられる。椀 (748)|ま、体部が底部より直立して立ち

上がり、回転カキメが施されている。749。 750は高杯の蓋で、天丼部にツマミの付かないも

の (749)と 偏平なツマミの付 くもの (750)が みられる。751・ 752は有蓋長脚高杯で、いず

れも日縁部は低 く短 く、また脚部には筋状の透かし穴が穿たれている。平瓶 (755)は 口縁部

を欠 く。軟質焼成のため、外面が磨耗しており、調整の残存状況はあまり良好とはいえない。

14)小結

4号墳のように小規模な胴張りの無袖式石室は、山田古墳群A2号墳や蓮華谷古墳群 (II)
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10YR7/6明責褐色砂質土

第45図 骨蔵器出上状況及び実測図

6号墳などが知られるが、徳島県内ではあまり多 くはない。地域的には板野町から上板町に

かけての阿讃山麓にかけてに偏る。また他の古墳の副葬品と比較した場合、本墳は馬具をは

じめとする鉄製品や、玉類の数や質の面で充実しており、相違点が認められる。

4号墳出上の須恵器は、大きく2つ に分けることができる。1つ は杯身746の ように口縁部

の立ち上がりがやや高いもので、もう一つは杯身747や有蓋長脚高杯751、 752の ようにひくも

のである。残存状況から考えて、これがそのまま築造時期や埋葬回数を表しているとは考え

にくいことから、最低 2回の埋葬が行われたとするにとどめたい。

その他の遺構 。遺物

(1)火葬墓

火葬墓は、 4号墳の南の尾根先端に近い地点 (D3グ リッド)で検出された。地山を掘削

した掘 り方を持ち、掘 り方は直径21cm、 深さ 7 cmが残存していた。掘 り方内には骨蔵器が埋

納されており、掘 り方と骨蔵器の間には、明黄褐色砂質土が堆積していた (第45図 )。 検出時

には、体部下半が掘 り方内にあり、体部上半から口縁部にかけてはその大半が削平のために

失われており、一部が残存する下半部に落ち込んでいるだけであった。また骨蔵器内の堆積

上には骨片が多 く含まれていたが、その他に土師器片が若干含まれており、本来は土師質の

土器で蓋が行われていたことが考えられる。

骨蔵器 (756)は 、日径9.8cm、 体部最大径15.Ocm、 器高14.5cmの 須恵器の短頸壺で、内面

9    1   2,cm
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第46図 遺構に伴わない遺物
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には強い回転ナデが施されていた。なお骨蔵器内より検出された土師質の上器は、摩滅して

いたため図化できなかった。

(2)遺構に伴わない遺物 (第46図 )

本古墳群では、検出された主体部のすべてが盗掘によるとみられる攪乱を受けていたこと

もあって、遺構以外から出土した遺物が多い。そのほとんどは調査区東側斜面や 4号墳の南

側斜面であり、特に 4号墳の南側にあたるC6、 D6と いったグリッドが多い。以下で代表

的なものを図示し、特徴などを記述しておく。

757～ 759は蓋杯で、757は 口縁端部付近に 1条の凹線が巡っている。760は有蓋高杯である。

外面には黒色の自然釉がみられ、受部には蓋の端部が釉着している。761は長脚高杯の脚部で

ある。3方に方形の透かし穴が穿たれ、裾部には 1条の弱い凹線が巡っている。762は短脚高

杯で、軟質焼成のため残存状況は良 くない。763は台付重である。口頸部は直線状に外側へ開

くが、端部はやや内側に屈曲させている。体部には上位に 1条、中位に 2条の凹線が施され

ているが、上位の 1条は弱い。脚部は中位で大きく屈曲させているが、その部分にやや鋭い

稜を巡らせてあり、2方に方形の透かし穴が穿たれている。764は横瓶で、体部下半は残存し

ていないが、俵状を呈する体部の 1面には回転カキメが、もう1面には回転ヘラ削りが施さ

れている。765～ 767は甕で、いずれも回頸部のみ残存している。765は、丸い稜を巡らせ、 2

段の斜線文が施されている。外面には黒色の自然釉がみられる。766は 中位に 1条の凹線を巡

らせ、外面には灰色の自然釉がみられる。767は体部の一部が残存する。体部外面には格子タ

タキが、内面には同心円タタキが施されている。768は壺の底部で、断面方形の高台が付いて

いる。

757～ 767ま では古墳に伴うものとみられるが、768は火葬墓が構築された時期に近いものと

みられる。

3 まとめ

(1)外部施設について

墳丘はいずれも地山整形を行った後、盛 り上を行うという方法で構築されているが、細部

にはそれぞれ異なる点がみられる。まず 1号墳では、砂質土を20～30cmの厚さで盛って墳丘

を構築しているのに対して、 2号墳 と4号墳では盛土を行うにあたって、まず炭化物混じり

のシル トまたは砂質土を薄 く敷き、叩き締めて基底部を構築した後盛土を行っている。特に
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2号墳では、墳丘南側の開口部側は地山面が低いため、盛上の厚さが厚 くなるのに対応して、

この工程を 3度繰 り返している。

掘 り方は、盛土がある一定の高さに達した時点で掘削されたものと考えられる。いずれの

主体部も削平を受けており、また攪乱が大きいために完全に盛上が残存しているわけではな

いため、どの段階から掘削が始まったかについては明らかにしがたい。ただ 4号墳では墳丘

基底部の薄い層が、石室内の壁体の裏込め上の上面にまでみられることから、地山整形面よ

り掘削し始め、ある程度壁体を構築した後、墳丘を構築しつつさらに壁を積み上げていった

ことが考えられる。

周溝については、 1、 2号墳は、尾根鞍部を掘削せず裾部に構築し、 3、 4号墳は尾根鞍

部を切って構築しており、構築法が異なる。

(2)石室について

1～ 3号墳についてはいずれも平面プランが長方形に近い。袖部の形態は、 1号墳は不明

であるが、 2号墳 と3号墳は両袖式である。 4号墳は、胴張 り形の平面プランを持つ無袖式

の石室で、壁は 2段日以降隅丸に構築されている。また 2号墳 と4号墳は仕切石を持つが、

1号墳、 3号墳は持たない。

床面礫床は 1号墳 と4号墳しか残存していない。 1号墳では、床面の礫床に用いられる砂

岩礫が、20cm大 のものと30～45cm大 で板状のものからなり、それぞれ玄室空間内で占める位

置が異なることから、礫の大きさや敷き方で埋葬空間を分けたものと考えられるが、 4号墳

では礫の大きさや敷き方による空間の区分は認められない。なお主軸方向については、すべ

ての古墳が尾根に沿う方向に主軸を設定しており差異は認められない。

(3)遺物について

装身具

装身具は、 1、 2、 4号墳から出土している。 2号墳からはガラス玉しか検出されなかっ

たが、 1号墳では、耳環、ガラス玉 と練玉が、 4号墳では耳環、ガラス玉、練玉のほか トン

ボ玉やガラス製の管玉も検出されている。徳島県内での練玉の出土例の中で、出土状況の明

確なものは、菖蒲谷西山B遺跡 4号墳例のほか、蓮華谷古墳群 (H)5号墳例や山田古墳群

Al号墳例、同 3号墳、同 1号石室墓がある。これらの古墳においては、いずれも装身具を

はじめとする副葬品が豊富であることが共通点として挙げられる。またその出土状況もガラ

ス玉が石室内の特定の地点に集中することが多いのに対して、練玉は比較的広い範囲で検出
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されることが多い。しかし、蓮華谷古墳群 (H)5号墳ではほとんどが棺内遺物 と考えられ

るが、西山B4号墳例ではその可能性が低いこともあり、今後の出土例の増加を待って、そ

の副葬形態や用途について検討すべきものと考える。

須恵器

須恵器は、その形態からI～ Vの 5段階に分けることができる。 I期の須恵器は、 2号墳

蓋杯153が これにあたる。口径15.3cm、 器高4.9cmと 大きく浅い杯身で、口縁部の立ち上がり

が高 く長い。また外面の回転ヘラ削りも単位が細かく丁寧に施されている。H期の須恵器は、

I期に比べてやや小振 りになり、外面の回転ヘラ削りも粗 くなる。2号墳蓋杯154が これにあ

たる。日縁部の立ち上がりは I期に比べてやや低 く短 くなる。Ⅲ期の須恵器は、口径がさら

に小さくなり、杯身は深 くなるが、口縁部の立ち上がりはH期 と同様である。1号墳蓋杯109、

I

劃狙

II

IV

V

第47図 菖蒲谷西山B遺跡における須恵器の変遷
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3号墳蓋杯160、 161が これにあたる。Ⅳ期の須恵器は、蓋杯がさらに深 くなり、口縁部の立

ち上がりは低 く短 くなる。4号墳747が これにあたる。この段階においてみられるのは、3号

墳高杯170～ 172の ように、方形の透かし穴を2方 2段に持ち、上段 と下段では透かし穴が直

交する方向に穿たれている。この中には170や 171の ように胎上が非常に粗 く、歪みの大きい

ものも含まれている。また165・ 166の ように徳島県内ではあまり例のない大形の短脚高杯 もみ

られる。V期の須恵器は、蓋杯が 3号墳163の ように口縁部の立ち上がりがⅣ期よりもさらに

低 く短 くなる。また有蓋高杯の口縁部も同様の傾向を示している。有蓋長脚高杯は、Ⅳ期の

ものとは透かし穴の形態が異なる。V期の有蓋長脚高杯は、筋状の透かし穴を 2方 2段に持

つが、その方向は上段下段 とも同じ方向である。また高杯の蓋には、天丼部 と口縁部 との境

に稜線が巡っており、やや古い要素を残している。これらの I～ V期は、陶邑編年では、 I

期が MT85型式に、H～Ⅲ期が TK43型式に、Ⅳ～ V期が TK209型式にそれぞれ対応するも

のと考える。

鉄器

1号墳が鏃と刀を、 2号墳が鏃 と刀子、鎌を、 3号墳が刀子を、 4号墳が鏃、刀子、鎌、

馬具を持つ。鏃はいずれの古墳も方頭鏃または圭頭鏃を持つが、 2号墳と4号墳ではその組

成が異なる。 2号墳では三角形鏃や長頸鏃に加えて方頭鏃が 1本含まれるが、 4号墳では方

頭鏃の本数や占める割合が高い。また 4号墳では、柳棄鏃 とともに透かし孔を持つ方頭鏃が

みられ、片丸造の三角形鏃などとともにこれまで徳島県内で確認されている古墳副葬鏃 と比

べて趣が異なる。さらに 4号墳は石室は小規模であるにもかかわらず鉄器が豊富で、馬具を

持つことも注目される。また 1古墳群中にみられる刀、馬具、農工具といった鉄製品が共伴

することなく別々の主体部に副葬されていることは、蓮華谷古墳群 (Ⅱ )で も同様の傾向を

示すが、階層差等の反映という可能性 も考えられる。

方頭鏃・圭頭鏃は、四国ではTK10併行期頃瀬戸内海沿岸において採用されはじめ、TK43

併行期以降盛んに用いられる形式である (1)。 しかし徳島県においては、TK43併行期の段階

ではまだ多 くは用いられず、多量に用いられるようになるのはTK209併行期の段階になって

であり、瀬戸内地域 とは若干の時間差が認められる。

徳島県の TK43併行期の副葬鏃は、その組成より2群に分けることができる。三角形鏃、腸

快三角形鏃と長頸鏃 という組み合わせを基本 として構成されるA群と、A群の組成にさらに

方頭鏃・圭頭鏃を合わせ持つB群である。A群では、石井町ひびき岩17号墳例
(2)、

板野町蓮

華谷 (H)3号墳例、同土娠墓例
(3)、

海南町大里 1号墳例、美馬町願勝寺 1号墳例
(4)、

山

田古墳群Al号墳例などが挙げられ、B群では、石井町ひびき岩16号墳例
(5)、

蓮華谷 (Ⅱ )

5号墳例、山田古墳群A2号墳
(6)な どが挙げられ、本古墳群 1号墳例、2号墳例は後者に属
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するものである。A群では、三角形鏃はすべて平造

であり、地域的には徳島県全域に、時期的にはTK43

併行期全体にみられる。B群では、三角形鏃には平

造のものに混じって片丸造のものがみられる。方頭

鏃または圭頭鏃を合わせ持つが、その数は 1本のみ

という例が多 く、山田古墳群A2号墳のように 4本

も副葬する例は希である。地域的にはほとんどが板

野・上板 といつた阿讃山麓地域を中心に分布し、時

期的にもTK43併行期でも新しい段階に属する。

TK209併行期になると、急激に方頭鏃・圭頭鏃の
I

割合が高まる。柳葉鏃や片刃 。撃箭の長頸鏃など新

しい形式のものが加わるという変化 もみ られ、

TK43併行期の鉄鏃 とは趣を異にする。本古墳群 4   :τ亀 譲忌単
'薄

督撰鷲宰緊洋)

号墳例は、従来の三角形鏃、腸挟三角形鏃、方頭鏃、   第48図 TK43併行期の鉄鏃

鏃身部が長三角形を呈する長頸鏃に加えて、柳葉鏃や片刃・藝箭 といった長頸鏃が新たに加

わる。柳葉鏃には片丸造や両丸造などがあり、三角形鏃にも片丸造のものが、方頭鏃には透

かし穴を持つものがみられる。また柿谷 3号墳、同12号墳副葬鏃は方頭鏃のみで構成され、

山田A3号石室墓副葬鏃は、方頭鏃と片刃の長頸鏃で構成される。この段階においては、方

頭鏃や圭頭鏃の占める割合が急激に高まり、平根鏃や長頸鏃の鏃身部にもヴァリエーション

が豊富になる。

TK209併行期の副葬鏃は、現在上板町所在のものしか確認されていないため、これをもっ

て徳島県全域にあてはめることは適当ではないが、TK43併行期における方頭鏃・圭頭鏃の導

入が板野・上板 という阿讃山麓地域において最も顕著であることや、その傾向が TK209併行

期により強まっていることから、この地域が方頭鏃・圭頭鏃をはじめとする新しいタイプの

鉄鏃の玄関口であることは十分考え得ることである。

徳島県の古墳副葬鏃が、TK43併行期までの鉄鏃が緩やかな変化をみせていたのに対し、

TK209併行期に急激な変化をみせることは、徳島県の古墳被葬者やその集団に対する鉄鏃供

給ルー トの変化を反映したものと考えられる。

(4)築造順序について

前述した須恵器の形態の変遷より、本古墳群の形成過程を復元すると、①2号墳が築造さ

れる。②2号墳で追葬が行われる。③ 3号墳と1号墳が築造される。④3号墳の追葬と4号

０

‐‐

０

］

９

‐‐

ｎ
Ｈ
ｕ
‐
‐

ｎ

Ｈ

円

ぼ

Ｈ
．

＆

Ｈ
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墳の築造が行われる。⑤ 3号墳の追葬と4号墳の追葬が行われる。という順に形成され、そ

の役割を終えたものと考えられる。この①を 6世紀後半に、⑤を 6世紀末から7世紀初頭に

かけての時期 と考えたい。

本古墳群の特徴は、 1～ 3号墳と4号墳 との間に石室形態その他の面において大きな差異

がみられるという1点に集約される。まず 1～ 3号墳は平面形が長方形を呈するのに対し、

4号墳は胴張 りの無袖式石室である。本古墳群の周囲の古墳群では、横穴式石室の平面形は

柿谷遺跡や山崎古墳群でみられるように胴張り形や隅丸形が多 く、長方形は少ない。一方胴

張 りの無袖式石室は、板野・上板 という阿讃山麓地域では比較的よくみられるものである。

須恵器については、 3号墳の大形有蓋短脚高杯などは徳島県内では例をみないものであり、

一方 4号墳の有蓋長脚高杯は柿谷 7号墳例 とよく似た筋状の透かし孔を有する。また鉄鏃の

形式や組成では、 1～ 2号墳では方頭鏃は少数であるのに対して、 4号墳では大量に副葬さ

れており、TK209併行期以降の副葬鏃の変化を明瞭に反映している。

以上のように 1～ 3号墳 と4号墳は、石室形態のみならず副葬品およびその組成の面でも

大きな違いがある。それはこの地域の中で特異な個性を持つ古墳から、周辺の古墳群 との共

通の性格を強めたものへの変化である。このような変化が起こる時期は、板野、上板両地域

の古墳群のほとんどが衰退する一方で、柿谷遺跡が秩序だって形成されていく時期にあたる。

このことは、 7世紀初頭前後の阿讃山麓地域において、氏族集団の再編をも含む大きな変革

がおこったことを表わしているのかも知れない。

江

(1) 須崎一幸「徳島県下古墳出上の鉄鏃について」『真朱』第 2号 1994
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委員会 1980

(3) 『蓮華谷古墳群 (H)・ 蓮華池遺跡 (I)』 四国縦貫自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査

報告 4 財団法人 徳島県埋蔵文化財センター 1994
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(5) 『ひびき岩16号墳』石井町教育委員会 1986

(6)本 報告書所収
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第 1表 SMlool耳環計測表

番号 縦径(mm) 横径 (mmJ 幅(m) 厚さllmml 苦藝 (g) 備 考

1 24.0 2923 1勲ぃ銀張 り、のう鍍金

2 23.0 よ0 al138 銅応銀張 り、つち鍍金

3 227 23.4 ▲452 鮎 のみ残存

"17
▲106 銅芯ゆみ機存

第?表 SM1091ガラス玉計測表

番 号 分 類 径 lmal 厚|さ lo4) 孔径 lamJ 重量(g) 色 調 気 泡 備 考

ξ A 9120 1.90 紺色 孔に平行 両麟

`
A 8180 6ie0 夕.00 0.32 紺る 孔に平行 礎

7 A 8175 66; 1■0 ,78 絶 孔―に平行 画面併磨

] A 835 上70 0弱 艇 FJ面研暦

, A 6.35 900 ク.70 6.78 絶 両面研磨

A 7.90 2.45 240 0120 艇 7Lに平行 雨 研磨

B 49, 120 0.lt 絶 酌朝唐

B 485- 280 130 0." 絶 孔付瀬ゆみ就な

B 4,70 2XЮ 1311 0.08 髄 孔付近のみ蒻磨

B 235 1.60 紺色 孔付近のみ研磨

B 465 ■05 0!09 絶 孔付近のみ研磨

16 B 460 a,llo 1.50 紺色 乳付近のみ就磨

B 4.60 2`911 1211 0.08 紺色 れ付近のみ研磨

お B 4160 ■55 I,40 0.10 紺色 乳付近のみ研磨、姿起あ り

B 41m &15 1130 009 紺色 盈付近のみ研磨(1角範あり

"
なヽ 120 紺色 面 罐

ユ 8130 1.20 010 甜色 孔付近のみ研磨(突起かり

] 1=55 l i511 0_09 mtl 鉤 雛

23 B 450 3.35 105 0110 紺 色 恥付源のみ研磨、姿起あり

24 4150 230 161 007 絶 7L付近9み研磨

絡 4.50 3120 l i30 ,09 紺 色 紳 わ み盛

26 4.45 2.“ 1.10 |$00 紺魯 孔付近のみ研磨

445 310 1=28 紺色 孔付近ゆみ研磨、突疱必 コ

28 4_40 285 l108 絶 弛付近のみ研磨

4140 3105 140 0.08 8tI 孔付近aみ軒磨

30 B 435 3.40 120 009 髄 孔付近ゆみ研磨、突進あり

435 120 O.98 紺色 孔付近のみ研磨、突起あり

4筋 3.k5 008 紺色 ■付近のみ研磨

33 4 75 2150 130 0,07 絶 鱒
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番 号 分 類 径 (Hull) 厚さ(aull) 孔径 (mlll) 重量 (g) 色 調 気 泡 備 考

C 3 30 1 55 1 20 紺 色 孔付近のみ研磨

C 1 70 1 10 紺色 両面研磨

C 3 20 紺 色 両面研磨

C 0 01 紺 青 孔付近のみ研磨

D 5 10 3 60 あさぎいろ 孔付近のみ研磨

D あさぎいろ 両面研磨

D 2 45 あさぎいろ 孔付近のみ研磨

D あさぎいろ 孔付近のみ研磨

D 1 70 あさぎいろ 孔付近のみ研磨

E にぶめおみどり 孔付近のみ研磨

E 3 50 にぶあおみどり 孔付近のみ研磨

E 2 75 にぶめおみどり 両面研磨

F 3 30 2 80 さびあさぎ 孔付近のみ研磨

F 2 55 さびあさぎ 孔付近のみ研磨

F 2 70 1 40 1 10 さびあさぎ 孔付近のみ研磨

G こみどり 孔付近のみ研磨

H 2 90 うすき 孔付近のみ研磨

I 2 90 あいいろ 孔付近のみ研磨

I 2 85 1 20 あいいろ 孔付近のみ研磨

I 1 10 あいいろ 孔付近のみ研磨

I 1 95 0 04 あいいろ 孔付近のみ研磨

I あいいろ 孔付近のみ研磨

I あいいろ 孔付近のみ研磨

I 2 80 あいいろ 孔付近のみ研磨

I あいいろ 孔付近のみ研磨

I 3 20 1 10 あいいろ 孔付近のみ研磨

I あいいろ 孔付近のみ研磨

I 310 あいいろ 孔付近のみ研磨

I あいいろ 孔付近のみ研磨

I 1 55 あいいろ 孔付近のみ研磨

I 1 20 あいいろ 孔付近のみ研磨

I 1 70 1 10 あいいろ 孔付近のみ研磨

I 1 10 あいいろ 孔付近のみ研磨

I 0 02 あいいろ 孔付近のみ研磨

I 2 90 0 02 あいいろ 孔付近のみ研磨

I 0 02 あいいろ 孔付近のみ研磨
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番号 分 類 径 lunl 厚さCmm) 孔径 (am) 重量.(g) 色 調 気 泡 備 考

I 2190 1 170 o.02 あいいう 孔付近のみ研磨

な I 2=90 1195 090 0.03 あいいろ 孔付近のみ研磨

72 I ・躙 1.55 1.20 あいいろ 孔付近のみ研磨

73 I 2 80 1.511 1.20 002 あいいろ 盈付近の雄

74 I 2.80 1.50 0_90 0.02 あいいろ 両回研磨

I 2180 彦.05 0170 Oi02 あいいろ 孔付近のみ研磨

76 I Z,75 1.60 0.80 あいいろ 納 肋 妨

77 I 2,70 170 1.00 ぶどういろ 孔付近のみ研磨

78 I 2.70 120 1.20 0.02 あいいろ 7L付近のみ研磨

79 I 2.60 1_40 1.ItO 002 あいいろ 孔付近のみ研磨

80 I 2.60 1135 0.m 一侃 あⅢいろ 孔付近のみ研磨

I 2.60 145 鉗
一

あいいう ▼し付近のみ研磨

I 2.50 五100 あいいろ 孔付近のみ研磨

83 I 2.50 0,90 0住 あいいろ 孔付近のみ研磨

84 [ 245 1_90 0.80 OiOI あ●いろ 孔付近のみ研磨

85 I 2,35 150 001 あしヽいう 孔付近のみ研磨

笛
．

I 2.30 1.80 0.80 あいいろ 孔付近のみ研磨

87 I 2 30 110 ll.80 あいいろ 孔付近のみ研磨

88 I 230 1 55 1.20 あヽ いヽろ 孔付近のみ研磨

第 3表 SM1001練五計測表

需 嬢 径
価

厚 さ

(mml 需
重量
(g)

備 考

89 A 7.40

`_25
1.50 ▲032

A 7.20 G70 ク.00 0.30

91 A 7.00 555 180

B 585 160 0.33

93 ″ 30 5:85 1.40 ▲0.27

B 7.別 5.65 180 0311

95 B 690 5190 1_80 0.28

B 685 5‐95 1611 027

B 5・00 220 0 26

B 6.60 8611 IB0 0 25

弾 B 6.05 5150 140 025

100 B 5175 1311 ▲O16 孔付近黒色なし

101 6195 5,30 170 O.26

102 C 6165 580 140 0.311
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番号 分類
径

剛
酔
ｍ

確
ｍ

重量
(g) 備 考

C 6 15 3 50 孔付近黒色なし

D 6 70 2 00

第 4表 SM1001鉄器計測表

番号 種 類 出土地点 法 三塁 備 考

鉄 刀 石室内 刀身幅2 9cm 刀身厚1 4cm 残存長6 0cm

鉄 鏃 石室埋土 鏃身部 1残存長2 6cm 幅1 4cm 厚4 0mm 茎部 1幅4 8mt 厚42m 茎部 に若干木質が認め られる

鉄鏃 石室埋土 残存長2 1cm 幅9 2mm 厚3 1mm

第 5表 SM1001須恵器観察表

番号 器種 出土地点 法量 (cm) 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 備 考

108

第12図 蓋

杯

　

蓋

石室床面

直上

回径

13 8

残存高

25

口縁部はややイヽさく屈曲し、直線状

に外下方へ下 り、端部はやや丸い。

回転ナデ。 胎土 密。

焼成 良好。

色調 外面 青灰色

内面 青灰色

断面 青灰色

ロクロ回転 時計回 り

109

第12図

図版 7

蓋

杯

　

身

羨道部

攪乱

口径

10 3

受部径

12 6

器高

41

口縁部は外反気味に延び、端部はや

や鋭い。受部は外上方へ延び、端部

は丸い。

底部は丸いが、中央部はやや平坦。

底部外面回転ヘラ削り。

他は回転ナデ。

胎土 密。

焼成 良好。

色調 外面 青灰色

(部分的に緑灰色)

内面 青灰色

ロクロ回転 時計回り

110

第12図

ムロ
　

付

　

壷

周溝 脚径

11 8

残存高

29

脚部は倒杯形に下 り、端部に至る。

端部付近に 1条の稜が巡る。

回転ナデ。 胎土 密。

焼成 良好。

色調 外面 青灰色

内面 青灰色

断面 赤褐色

ロクロ回転  不明

第 6表 SM1002ガ ラス玉計測表

番号 分 類 径 (mllll) 厚さ(null) 孔径 (llllll) 重量 (g) 色 調 気 泡 備 考

A 4 65 2 85 ダービープルー 両面研磨

B 4 55 ダービーブルー 孔に平行 両面研磨、孔楕円

C 011 インキプルー 孔に平行 両面研磨

C 4 55 紺 青 両面研磨

C 4 10 2 55 紺 両面研磨

D 4 25 2 05 さぴあさぎ 孔付近研磨、孔楕円

D さびあさぎ 両面研磨

D さびあさぎ 孔付近研磨

D 2 15 さぴあさぎ 両面研磨、孔楕円

D さびあさぎ 孔付近研磨、了し楕円
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番号 分 類 径   (mun) 厚さ (mull) 孔径 (Hull) 重量 (g) 色  調 気 泡 備 考

D 3 75 1 10 さびあさぎ 孔付近研磨

D さびあさぎ 孔付近研磨、孔楕円

D 2 40 さびあさぎ 孔周辺研磨

D 3 45 さびあさぎ 孔付近研磨、孔楕円

D 3 45 2 40 さびあさぎ 孔付近研磨、子t楕円

D 2 50 さびあさぎ 両面研磨、孔楕円

D 2 25 さびあさぎ 孔付近研磨

D 2 60 さびあさぎ 孔付近研磨

D 2 70 1 10 さびあさぎ 孔周辺研磨

E 1 10 わさびいろ 両面研磨

E わさびいろ 孔付近研磨、孔楕円

E わさびいろ 両面研磨

F 4 90 3 45 なんどいろ 孔に平行 両面研磨、孔楕円

F なんどいろ 両面研磨

G 2 05 あさぎいろ 両面研磨

G 1 30 あさぎいろ 孔付近研磨

G 0 02 あさぎいろ 孔付近研磨

H あいいろ 孔付近研磨

H 1 70 あいいろ 両面研磨

H 2 35 あいいろ 孔付近研磨

第 7表 SM 1002鉄器計測表

番号 種類 出土地点
全長
(cm)

鏃身部 (cm) 箆被部 (cm)
茎部長
(cm)

備 考

長 幅 厚 長 幅 厚

鉄鏃 礫床上 A5 70 5 70 ▲045 A0 25 箆被部、茎部欠損

鉄鏃 石室内 A3 90 ▲3 10 2 10 ▲0 70 箆被部、茎部欠損

鉄鏃 石室内 ▲1 90 A1 90 鏃身部先端のみ残存

鉄鏃 石室内 ▲7 20 A3 50 鏃身部欠損

鉄鏃 石室内 ▲2 60 A2 60 箆被部のみ残存

鉄鏃 石室内 ▲2 60 ▲2 60 0 50 箆被部のみ残存

鉄鏃 石室埋土 ▲2 60 ▲260 茎部のみ残存

刀子 礫床上 ▲620 刃部長▲510帥 幅1 40cm 厚0 70cm ▲1 10 無残存

刀装具 石室埋土 A1 60 残存幅1 90cm 厚 さ0 20cm

曲刃鎌 石室内 ▲870 幅1 90cm 厚 さ0 30cm 先端 と折 り返 し部 を欠 く

曲刃鎌 石室埋土 ▲310 幅2 10cm 厚 さ0 20cm
先端のみ残存 150と 同一個体 の可能

性あ り
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第 8表 SM1002須恵器観察表

番号 器種 出土地点
法 量

(cln)
形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 備 考

152

第20図 蓋

杯

　

蓋

石室内

墳丘

回径

16 5

残存高

34

口縁部は緩やかに内弯しつつ下 り、

端部付近でわずかに屈曲して直線状

に下る。端部はやや丸い。

回転ナデ。 胎上 やや粗。

焼成 良好。

色調 外面 青灰色

内面 青灰色

断面 青灰色

ロクロ回転 不明

153

第20図

図版 11

蓋

杯

　

身

石室内

盗掘坑

墳丘

日径

15 3

受部径

18 2

器高

49

口縁部 は外反気味 に立ち上が り、端

部はやや鋭い。

受部 は外方へ水平に延び、端部 はや

や鋭い。立ち上が り基部 に 1条の凹

線が巡 る。

底部は浅 く丸い。

底部外面回転ヘラ削り。

他は回転ナデ。

のち底部内面弱い一定方向ナデ。

胎土 密。

焼成 良好。

色調 外面 青灰色

内面 青灰色

ロクロ回転

反時計回 り

154

第20図

図版H
蓋

杯

　

身

口径

12 7

受部径

14 4

器高

37

石室内

墳丘

回縁部 は内傾 してのち中位で内側 に

屈曲して外反気味に立ち上が り、端

部 は鋭い。

受部 は水平に外方へ延び、端部 はや

や鋭い。

底部 は浅 く平坦。

底部外面回転ヘラ削 り

他は回転ナデ。

胎土 密。

焼成 良好。

色調 外面 青灰色

内面 青灰色

ロクロ回転 時計回 り

155

第20図

図版11

直
　
　
口

　

壷

石室内

口径

72
体部

最大径

13 2

器高

12 6

口頸部は直立して上方へ延び、端部

は丸い。

体部は直線的に外下方へ下 り、中位

で大きく屈曲して内弯気味に底部に

至る。

底部は浅 く平坦。

底部外面回転ヘラ削り

他は回転ナデ。

胎土 やや粗。

焼成 良好。

色調 外面 緑灰色

内面 青灰色

ロクロ回転 時計回 り

156

第20図

短
　
　
頸

　

壷

墳丘

盗掘坑

口径

77
残存高

4 0

回縁部 は短 く直立 して上方へ延び、

端部はやや丸い。

体部 は直線的に外下方へ下 り、中位

で屈曲する。

回転ナデ。 胎土 密。

焼成 良好。

色調 外面 青灰色

内面 青灰色

ロクロ回転 不明

157

第20図 瓶

類

墳丘

日径

59
残存高

44

目頸部は外反のち内弯気味に上方ヘ

延び、端部は丸い。

回転ナデ。 胎上 密。

焼成 良好。

色調 外面 青灰色

内面 青灰色

断面 青灰色

ロクロ回転 不明

第 9表 SM1003鉄器計測表

番号 種 類 出土地点
刃 部 長

(cm)

刃 部 幅
(cm)

刃 部
(cm)

厚
備 考

刀子 石室内攪乱 ▲6 60 1 10 刃部のみ残存

第10表 SM 1003須恵器観察表

番号 器種 出土地点
法 量
(cm)

形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 備 考

第27図

図版17 蓋

杯

　

蓋

羨道

口径

136

器高

42

口縁部はやや外反気味のち内弯しつ

つ下 り、端部に至る。端部はやや丸

天丼部はやや高 く平坦。

天丼部外面にヘラ記号あり。

若干歪みあり。

天丼部外面回転ヘラ削り。

他は回転ナデ。

のち天丼部内面弱い一定方向ナデ。

胎土 密。

焼成 やや不良。

色調 外面 明青灰色

内面 明青灰色

ロクロ回転

反時計回 り
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番号 器種 出土地点 法 量
(cm)

形 態|の 特 徴 技 法 の 特 徴 備 考

160

第27回

薗版17

査

杯

　

蓋

盗掘坑

口径

41
器高
3お

日経部いやや外反気味r外下方へ下
り、端部は丸い。

天丼部は極く、平垣。

天丼部外面回転ベラ常1,●
他1ま回転ナガと

胎土 やや極

焼成 良好。

色調 外面 晴灰雹

内面 1灰色
ロクロ回転 持計回

'

161

927ロ

劉留 7

蓋

飲
Ｔ
　

身

期

口径

■ .8

難

135
器高

4_I

甲縁部卜やや外反気味に蔦く立ち上

がり、端部はやや鋭い。受部Ⅲ外方
へ水平やや上向態に延び■端部は端

部はやや鈍い。虜部は丸いが、申央

部はやや辛担。

磨部外面回転ヘラ割 ,●

他は回転ナデ
`のち虜部頼 不整方向ナナ。

始土 や鶴
賊 麟 も

色調―

外面明オリーブ灰

色

内面青医色
ロクロ回転 時計回

'
162

第27回

図版17

蓋

杯

　

身

盗掘坑

白径
113

受部径
130

器高

37

日縁部は内慣して外反気味に立ち上

がり、端蔀は鋭いぅ

受部は外やや上方へのびく瑞部は鋭

ヤう。

底部は浅 く平坦。

底部舛面回霧⌒ラ切り未調整。

他は回転チデと

胎土 やや札

翔費 良好。

白調 外面
―
嗜尿色

内面 灰色
ロク●回転 時計回,

1鶴

第27薗

図版17

蓋

杯

　

身

期

唯

1彦 .1

受部径

137
器高

3S

口縁部は短く内朦して立ち上がる。

端部は鋭い。

受部は1外上方へ延び、鈴部は丸い.

藤群は浅く平壌

底部内面回転ヘラ切 ,未譴

他は回転ナ汽

胎土 やや粧

擁成 やや不良。

色調 1外百 青灰色

内面 灰色
ロクtr回転1時計回,

104

第27回

図版V
高

杯

　

身

鞠

口径

12.8

受部径

15.1

器高

8.1

口緑部は内債してのう屈曲して短ぐ

上方へ延びゃ。増部はやや鋭Vト

受部は外上方へ延ぴt端部ぼ丸い●

底部ほ丸く、倒杯形に脚都が延びる。

脚部の歪み大も

杯部、底部外面回転ヘテ削り。

他は回転ナえ

胎圭
―
密。

麟   す員

'短

「。

色調 外画 灰白色

内面 明青反色

●タロE14 不明

165

427回

図版17

高

杯

　

蓋

羨道部
―

盗掘坑|

口径
248
器真
80

口縁部は直盤的に外下方へ下り、端

部に平担面を持う。天丼部は高く丸
い。口縁部と天丼部ほ丸みを帯どた

稜線によって分けられる。

外面の大部分に自然釉あす。

天丼部外面に重4anき の痕跡あり,

天丼部外面平行タタキ9ち回転カキ

メ。

他は回転チテ.

つち天丼部内画不整方向ナデ。

胎土 鶴

焼魔 良好。

色調1外面 黒色

内画 灰色

ロクロ回転 不明

166

427回

図版W
高

杯

　

身

鰤鰯
駈

口径
2315

難

2617

器高

915

杯部 回縁部は短 (外反して立ち上

が り、端部は鋭い。受部は外上方へ

煙び、端蔀ぃれい。底部は燦く丸い。

脚郡 杯部の磨部よ,外反気味のう
内弯気味に下り、端部に至る。脚部
博歪み木。受部に擁成時の釉着あり。

唐部外面平行タタキのち回著カキメ

他は回転ナテ。
のち感部内面に強い不整方向ナデ。

胎土 鶴

携成 長塩 ―

色調 外面 暴色

内面 青灰色

ロクロ回転 不明

167

第″回

図版17

高

杯

　

一董

期
鋤

口径

151

器蔦

S.5

ツマミ径

31

日縁蔀は内奪しつつ外下方に下り、

端部は近でわずかに外反する。端部

は丸い。本井部は九し、 天丼部とロ

縁部はやや丸い確線によって分けら

れる。天丼部には偏平なツマミ|が付

くも外面の唇ぽ全面に自然釉あり。

天丼部外百回転カキメ●
他は回転ナ月)

胎土 糧

焼成 良好。

色調 外面 区EI色

内面 灰自色

ロク営回転 不明

168

427画

図版17

高

杯

　

葦

叢道部

日径 |

14_0

器高

5.3

ツマミ径

3_6

El縁部燃内弯ウつう下り、端印は九
いゃ朝報は丸↓Iが、申期 は平唾

天丼部と口綴部は丸い稜線によって

分けられる。天期 に傭平なツマミ

が付く。

外面のはla1/2に 自然釉あり。

回転,オ。 陥土 密Ⅲ

焼成1不良
teS‐

外斑 灰白色

内面 灰由色

ロクロ回転 不明
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番号 器種 出土地点
量

，卸

法
＜ 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 備 考

169

第27図 高

杯

　

蓋

羨道部

口径

14 8

残存高

37

口縁部はやや内弯気味に外下方へ下

り、端部は丸い。

天丼部 と口縁部は丸い稜線によって

分けられる。

外面に自然釉あり。

回転ナデ。 胎土 やや粗。

焼成 良好。

色調 外面 灰色

内面 灰白色

断面 赤褐色

ロクロ回転 不明

170

第27図

図版17

高

　

杯

　
　
　

身

羨道部

回径

13 6

受部径

16 1

底径

14 4

器高

17 2

杯部 回縁部は短 く外反気味に立ち

上がり、端部は鋭い。受部は外上方

へ延び、端部は丸い。底部は浅 く、

平坦。

脚部 基部より直線状に下 り、中位

より大きく外方へ開く。中位に 2条

の沈線が巡 り、 2方 2段の方形の透

かし穴が穿たれている。

外面のほぼ全体に自然釉あり。

受部に焼成時の和着あり。

回転ナデ。 胎土 粗。

焼成 やや不良。

色詞 外面 灰白色

内面 灰白色

断面 青灰色

ロクロ回転 不明

171

第27図

図版 17

高

杯

身

羨道部

口径

13 4

受部径

15 6

底径

13 4

器高

17 2

杯部  日縁部 は短 く外反気味に立ち

上が り、端部 は鋭い。受部 は外上方

へ延び、端部 はやや鋭い。底部 は丸

いが浅い。

脚部 基部 よりわずかに外反 しつつ

下 り、中位 より大 きく外方へ開 く。

中位に 2条の沈線が巡 り、 2方 2段

の方形の透か し穴が穿たれている。

杯部外面に自然釉あ り。

回転ナデ。 胎上 やや粗。

焼成 良好。

色調 外面 青灰色

内面 青灰色

断面 赤褐色

ロクロ回転 不明

172

第27図

図版17

高

杯

　

身

羨道部

盗掘坑

口径

13 4

受部径

15 6

底径

12 7

器高

15 3

杯部 口縁部は短 く外反しつつ立ち

上がる。端部は鋭い。受部は外上方

へ延び、端部は丸い。底部は丸 く、

やや浅い。

脚部 基部より直線的に下 り、中位

より大きく外方へ開く。中位に 2条

の沈線が巡 り、 2方 2段の透かし穴

が穿たれている。脚部のほぼ全面 と

杯部の一部に自然和あり。

回転ナデ。 胎土 密。

焼成 良好。

色調 外面 灰白色

内面 灰白色

ロクロ回転 不明

173

第27図 提

瓶

羨道部

盗掘坑

日径

78
残存高

15 0

口頸部は基部より外反しつつ立ち上

が り、中位より内弯気味に端部に至

る。端部は段を有し、凹面となって

いる。体部は偏平な球体をなし、側

面にボタン状の把手を貼 り付ける。

体部外面回転ヘラ削 り (中央部 は回

転が弱い)。

体部内面ユビ押さえ。

他 は回転ナデ。

胎土 密。

焼成 良好。

色調 外面 暗青灰色

内面 青灰色

断面 青灰色

ロクロ回転

反時計回 り

174

第27図

図版17

平

瓶

羨道部

口径

61
体部

最大径

14 8

器高

15 2

口頸部は基部より外反気味に立ち上

がり、端部付近で若千内弯する。

体部は緩やかに内奄しつつ下 り、中

位で大きく屈曲して底部に至る。底

部は浅 く平坦。

体部上面に三角錘状の把手が付 く。

底部外面回転ヘラ削り。

他は回転ナデ。

胎土 密。

焼成 良好。

色調 外面 青灰色

内面 青灰色

ロクロ回転 時計回り

第11表 SM1004耳環計測表

番 号 縦径 (mull) 横径 (HHl) 幅 (llllll) 厚さ(mull) 重量 (g) 備 考

29 5 70 22 02 銅芯銀張 り、のち鍍金か ?
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第12表  SM 1004ガ ラス玉計測表

番号 分 類 径 (mnl) 厚さ(dull) 孔径 (mln) 重量 (g) 色 調 気 泡 備 考

8 15 6 70 紺色 孔に平行 両面研磨、孔楕円

177 5 95 紺 色 孔に平行 両面研磨

7 60 4 90 紺 色 両面研磨、孔楕円

B 5 20 0 35 あいいろ 孔に平行 両面研磨、孔楕円

C 3 00 1 10 紺 色 突起あ り

C 紺 色 突起あ り

182 C 2 85 紺 色

C 1 10 紺 色 突起あ り

C 3 10 1 10 紺 色 片面孔付近研磨

C 紺 色 片面孔付近研磨

C 3 35 紺 色 片面研磨あ り

C 紺 色 突起あ り

C 4 40 紺色 片面孔付近研磨

C 1 10 紺色 片面研磨あ り

D 3 95 あさぎいろ 紺色の斑点あ り

E あさぎいろ 管切 り技法による

F 4 25 2 35 あさぎいろ 孔付近研磨

F あさぎいろ 孔付近研磨

F 3 50 あさぎいろ 孔付近研磨、孔精円

195 F あさぎいろ 孔付近研磨

F 2 95 あさぎいろ 孔付近研磨

F 2 45 2 30 あさぎいろ 孔付近研磨

G 3 65 にぶあおみどり 孔付近研磨

G にぶあおみどり 孔付近研磨

H 4 20 さびあさぎ 孔付近研磨

H 0 07 さびあさぎ 孔付近研磨

H 3 25 1 10 さびあさぎ 両面研磨

H 3 60 2 80 さびあさぎ 孔付近紆磨

H 3 20 さびあさぎ 孔付近研磨

H 1 90 にぶみどり 孔付近研藩

H 0 05 さびあさぎ 両面研磨

H 2 05 1 10 0 03 さびあさぎ 孔付近研磨

208 H 3 25 さびあさざ 両面研磨

209 I 1 70 わさびいろ 孔付近研磨

」 [ 40 0 07 うすき 孔付近研磨

J 1 10 うすき 孔付近研磨
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番号
径

剛

厚み
(mll)

確
ｍ

重量
(g)

考備

6 15 0 43

7 90 6 65

▲0 42

7 90 A0 38

孔付近黒色なし

7 85 5 75 孔付近黒色なし

0 38

7 85 6 20 1 40 A0 45

▲039

7 85 1 50 ▲0 42

▲0 41

7 85 7 15 ▲0 36

7 80

5 90

6 10 1 10 ▲0 41

6 15 1 40 A0 37

264 6 15 A0 38

6 30

7 55 ▲0 45

7 75

7 75 A0 36

7 75

110

7 70

7 70 ▲032 孔付近黒色なし

7 70 6 45

7 60

5 70

7 65 5 95

280 7 65 A0 36

7 65 2 20

7 65 6 25 0 39

7 65 6 25 A0 34

第13表 SM 1004練玉計測表

番号
径

鰤
彫
鰤

子し径
(nwll)

重量
(g)

考備

8 70 孔付近黒色なし

A0 46

1 50

6 55 ▲047

1 70 0 44

7 10 A0 42

7 70 1 30 0 52

5 95

1 60 0 37

6 75

1 30

8 20 6 25 0 43

A0 43

5 55 0 37

0 42

A0 33

5 95 ▲039

6 05

0 43

6 40 1 40 A0 43

6 70

7 95 孔付近黒色なし

7 95 5 85 2 20

7 95 ▲044 孔付近黒色なし

2 10 ▲033

2 40 A0 27

7 90 5 75 ▲0 37

▲028

A0 32

1 20 A0 38
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番号
径

血
脇
ｍ

孔径
(lun)

重量
(g) 考備

7 50 0 36

1 10

6 85

▲0 40

1 10 ▲0 24

A0 28

5 65 A0 33

1 30

6 00

孔付近黒色なし

7 45 6 00 Jゝ0 38 孔付近黒色なし

6 20

336 7 45

1 10 孔付近黒色 なし

5 55 A03a

5 70

孔付近黒色 なし

6 70 ▲0 36

A0 40

5 55 0 27

7 35

7 35

7 35 5 75 1 10 0 35 孔付近黒色なし

7 35 1 70 0 32

7 35 6 15

7 35

355 7 35

356 7 35 0 35

7 30

番号
径

ｍｍ
彫
ｍ

確
ｍ

襲
０

考備

7 60 1 10

A0 28

5 75 孔付近黒色なし

5 75 1 70 A0 35

288 7 60

289

7 60 ▲030

5 95

0 37 孔付近黒色なし

0 30

7 60

6 20 孔付近黒色なし

7 60

6 45 0 39

298 037

6 65 1 30 0 42

6 85

0 37

7 60 ▲4 65 1 10 ▲0 24

7 55

7 55 5 85 A0 32

7 55 1 50 A0 35

7 55

308 7 55 ▲0 32

7 55

7 55 041

▲028

A0 35

5 70

7 50

0 33

7 50

7 50 1 40

7 50
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番号
径

剛

厚み
(mm)

孔径
(mm)

重量
(g)

考備

6 15

0 34

6 20

6 20 ▲0 33

7 20 6 30

7 20 1 20

7 15

1 60

7 15

7 15 孔付近黒色なし

7 15

7 15 0 32

7 15 5 95 1 20

7 15 0 34 孔付近黒色なし

7 15

7 15 1 70 ▲0 33

7 15 6 55 ▲028

孔付近黒色なし

5 45 1 70 ▲029

5 55 ▲028

7 10 5 70 0 25

417

1 20

0 29

1 40

▲027

7 10 2 10

7 10 ▲0 32

6 65

710

7 40 1 40 A0 34

710 0 47

▲650 1 20 A0 31 孔付近黒色なし

番 号
径

剛

厚み
(mm)

確
鰤

襲
０

考備

7 30

5 65

5 70

5 75

7 30

5 85 A0 29

7 30 5 90

0 33

7 30 1 40

6 15 1 20 0 36

7 30 6 20

7 30 1 30

7 30 ▲033

7 25 5 15

7 25 5 25 1 10 孔付近黒色なし

7 25

7 25 1 40 A0 36

7 25

6 85

5 15 孔付近黒色なし

1 10

5 55

7 20 5 60

A0 28

7 20 5 60 A0 30 孔付近黒色なし

0 31

5 70

7 20 5 75

7 20

7 20 0 34

0 35

A0 30

1 20
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番号 径
硫 諮 簡 強

い
備 考

432 5 135 170 029

433 705 5150 I■ 0 01盟

434 705 5 5tl 0136

一鶴 705 5.601 130

43kl 7.05 570 ｎ
一

437 7 05 1150 ▲0.26

438 7105 5195

705 620 ▲0.38

440 705 220 ll.28

441 7“ 6.i30 211111 029

71111 1.20 孔付近暴色な し

4431 700 520 ■20 ▲α.25

4黎 7100 140 027

445 700 5 45 1.40 C31 孔付近黒色なし

446 700 5150 030

447 .5B0 150 一鶴

700 ェ80 1,40 035

449 7.00

`.95
1.20 ,28

450 7 00 1625 d3k

451 一拇 180 035

452 7_00 l129

458 7.00 0_50 150 む132

454 6.55 l133

455 1120 034

7,0 ■,75 11311 032

457 6195 5i15 160 ■ 孵

458 695 5130 ▲0ワ7

459 6弱 15135 1 130 0 29

460 6195 S.50 一ω 0.25

461 895 S50 1211 ▲028

462 0:95 5,B0 1 60 0.27

463 6195 130 ▲0.23

一蜆 ■95 590 140 ▲1.23

465 6195 6弱 130

466 6.95 ,00 140 ll_.30

467
`80

1 50 0.34

468 d e5 1 20

番号 編 酵
働 一確帥 蕃 備 考

469 |190 4175 070 022

4170

`.90

看.15 1.25 0311

471 6_90 ,20 l126

一靱
`190

S.125 140 0.26

473

`90
5,30 625

474 6190 5.40 150 o24

475 16 90 5.50

476 C.90 5155 140 ▲924

477 ■90 j65 026

478 160 0_23

479 16.90 5.85 ▲0128

480 ■911 5.05 ▲021

481 ■90 030

482 690 G55 l ao 0,30

483 690 6 55 1.25 032

484 6.90 715 ユ.60 ▲032

485 む911 ▲645 1.511 ▲027

486 ■85 480 1.60 024

`85
5.00 1.30 0.25 孔付近暴色なし

488 t85 1.20 0.27

489 G85 ,.20 1.10 ▲0.23

4911 G85 525 0 26

な91 ●B5 550 0.27

492 C85 0■ 26

493

`簡
5 60 1.40 ▲023

404 缶35 575 1 60 022

495 釘85 5,75 1 20

496 6185 1 68 0.33

497

`.35

0115 120 0132

498 0.85 む:45

499 S,85 645 1.51 ▲029

`.30

4130 120

6.80 5∞ 1 20 022

502 5120 0180

503 S80 6130 019

504 680 5 45 080 927

m5 6180 5160 l.20 030
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番号
径

硼
酔
ｍ

確
鰤

襲
０

考備

6 70

6 70

6 70

6 70

6 95 A0 32

0 25

5 00

A0 23

5 15 1 10

1 10 0 26

5 45

1 10 0 26

556

▲ 0 24

558 6 25

1 10

4 65 1 65

6 60 5 25 0 23

5 50

6 60

6 60 0 27

5 70

0 29

6 60 ▲ 027

1 22 0 28

6 15 ▲ 0 27

573

0 33

575 6 60 6 35

1 20

1 70

0 35

510

番号
径

剛

厚み
(lun)

孔径
(lHl)

重量
(g)

考備

6 80 5 70 0 27

5 70 孔付近黒色なし

5 75 0 29

0 28

6 35 1 10 0 30

6 55

6 80 0 35

6 75 0 24

6 75

6 75 ▲0 24

518 6 75

6 75 0 22

6 75 1 40 孔付近黒色なし

6 75

6 75

6 75 5 95 1 10

6 75 5 95 0 30

6 75 0 22

6 75 6 30

6 75 6 85 1 40 孔付近黒色なし

6 75 A6 05 ▲024

6 70 1 60 A0 24

1 30

5 20 1 20

1 20 0 26

5 55 A0 27

5 65

6 70

1 40

538 6 70 5 75

5 75

5 75 ▲025

6 70 6 05 A0 28

6 70 継 ぎ目あ り
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番号
径

血
厚み
(lmll)

孔径
(mll)

襲
り

考備

6 35 5 25

6 35

6 35 5 70

6 35 6 60

6 30 ▲ 0 18

625 5 55 ▲019

▲ 0 26

5 85 0 80

1 25 孔付近黒色なし

0 23

4 70 0 19

6 20 4 85 0 17

6 20 5 20 1 20

6 20

635

5 50 ▲ 0 24

5 70 1 20 0 27

▲ 0 25

6 30 1 40 0 25

1 20

6 15

▲ 0 24

1 50 ▲0 19

▲ 0 15

▲ 0 18

0 16

5 30

6 00 1 80

5 95 0 19

番 号
径

剛
勝
鰤

確
鰤

重量
(g) 考備

580 1 10 ▲ 0 24

▲0 27

6 55

5 45

584 6 55 5 85 0 27 孔付近黒色なし

6 55 ▲ 0 24

6 55

587 6 55 ▲ 029

6 55

6 55

6 50

1 40

▲0 20

593 1 37 0 27

594 ▲0 20

▲ 0 26

596 1 10

6 35 1 10

598 1 25

▲ 0 25 孔付近黒色なし

0 27

6 45 5 65

6 45 5 70 0 83 0 26

5 70

0 27

6 45

▲ 0 27

609

1 10 0 21

5 35 ▲ 0 24

5 75 0 22

0 25

0 29
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番号
径

(mln)

厚み
(mull)

確
ｍ

義
０

考備

1 00

5 95 1 40 0 19

5 85 0 17

5 85 5 00

0 80

5 70 1 00 0 13

5 70 5 85 0 26

5 65 孔付近黒色なし

5 65 4 55

4 00 0 90

0 90 0 15

5 35

1 00 ▲ 011

5 50 1 10 孔付近黒色なし

孔付近黒色なし

番号
径

硼
酔
ｍ

孔径
(lnlll)

重量
(g)

備 考

669

1 10 0 12

1 00 孔付近黒色なし

5 30 5 85 1 40

0 11

7 35 10 20 1 20 2連 (677)

7 25 2連 (676)

678 ▲ 0 45 2連 (679)

6 75 2運 (678)

7 10 11 50 1 40 ▲ 0 65 2連 (681)

2連 (680)

682 7 20 9 45 2連 (6831

7 20 2連 (682)

第14表  S M 1004刀 子・鎌計測表

番号 種 類 出土地点
残 存 長

(cm)

刃 部
茎 部 長

(cm)
備 考

長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cln)

刀子 石室床面 8 70 ▲420 ▲1 65 0 50 茎部 に木質残存

刀子 石室床面 ▲3 50 A1 45 ▲090 茎部に木質残存

刀子 石室床面 ▲500 ▲320

刀子 石室床面 A5 40 Al 10

刀子 石室床面 ▲390 A1 05 ▲045 A5 05 茎部 に木買残存

刀子 石室床面 ▲8 00

刀子 石室床面 9 25 A7 95 ▲1 30

刀子 石室床面 A7 10

刀子 側壁 3 70 ▲370 茎部に本質残存

刀子 石室床面
▲390 茎部に木質残存

鎌 石室床面 A4 20 1 80

鎌 石室床面 3 40 A3 40 1 80

第15表 SM 1004馬具計測表

番号 部位 出土地点
残存長
(cm)

残存幅
(cla)

厚
＞

存

帥

残
＜

立聞 石室床面

737 鏡板 石室床面 0 55
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番号 部位 出土地点
残存長
(cm)

残存幅
(C14)

残存厚
(cm)

鏡板 石室床面 0 95

鏡板 石室床面 5 65

引手 石室床面 0 85

衝 石室床面

兵庫鎖 石室床面

第16表 SM1004鉄鏃計測表

番号 形式 出土地点
長
＞

存

銅

残
く

鏃 身 部 箆 被 部
茎部長
(cm)

備考

長さ(cml 幅(cln) 厚さ(cm) 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm)

柳葉鏃 石室床面 1 85 0 35 A1 90 0 30

柳葉鏃 石室床面 5 35 A3 40 0 30 Jゝ 1 95

柳棄鏃 2次床面直上 A1 65 0 45 1 05 A0 65

柳葉鏃 石室床面 4 10 A4 10 1 70 0 25

腸快三角形鏃 石室床面 A4 90 A2 90 0 30 ▲1 45

腸快三角形鏃 石室床面 7 40 A3 55 ▲3 50 A1 55

690 三角形鏃 石室床面 7 35 ▲310 0 55 A0 30

三角形鏃 石室床面 5 50 A5 50 ▲2 90

三角形鏃 石室床面 6 50 6 50 A2 65

三角形鏃 石室床面 2 70 ▲0 45 0 95

三角形鏃 石室床面 A4 90 2 70 0 35

三角形鏃 石室床面 4 30 ▲4.30 2 40 0 35

三角形鏃 石室床面 A2 00 2 75 ▲060 1 10

三角形鏃 石室床面 2 20 0 85 ▲040

三角形鏃 石室床面 0 45 ▲1 00 0 70 0 30

699 三角形鏃 石室床面 A3 95 A1 85 0 30 ▲265 0 75

三角形鏃 石室床面 3 70 ▲2 75 ▲035 ▲095 0 75 0 45

三角形鏃 石室床面 ▲195 ▲1 55 0 40 ▲1 55 0 35

三角形鏃 石室床面 A3 60 0 40 A1 90 0 40

方頭鏃 石室床面 ▲0 40

方頭鏃 石室床面 ▲4 15 A2 15 A0 95

方頭鏃 閉塞石下 6 70 ▲390 ム1 60 0 30 A2 80 木質残存

方頭鏃 石室床面 3 40 A3 40 A2 95

方頭鏃 石室床面 3 60 A3 60 ▲1 70 0 25

方頭鏃 石室床面 4 70 A4 70 ▲3 00

方頭鏃 石室床面 ▲6 60 ▲5 15 ▲ 0

不明 石室床面 4 25 1 55 1 25 1 05 ▲060
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番号 形式 出土地点
残存長
(cm)

鏃 身 部 箆 被 部
長
＞

部

側

茎
ぐ 備考

長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cln) 長さ(cml 幅(cm) 厚さ(cm)

長頸鏃 石室床面 4 25 ▲205 1 00 ▲2 20

長頸鏃 石室床面 ▲1 25 ▲235

長頸鏃 石室床面 A2 25 1 10 015 ▲1 55 0 65

長頸鏃 石室床面 A0 70

長頸鏃 不明 1 10 0 35 ▲1 15 0 30

長頸鏃 石室床面 A1 90 0 95 A1 30 0 35

長頸鏃 石室床面 1 25 0 30 A1 75 0 65

長頸鏃 石室床面 ▲040 0 70

長頸鉱 石室床面 0 85 0 35 A1 40

長頸鏃 石室床面 6 25 ▲460 0 60 0 45 ▲1 60

長頸鏃 石室床面 5 35 ▲470 0 80 0 50 ▲0 60

長頸鏃 石室床面 ▲055 0 55 ▲3 90

長頸鏃 石室床面 6 25 ▲085 0 55 A5 40

第17表 SM1004須恵器観察表

番号 器種 出土地点
量

，ｍ
法
く 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 備 考

743

第44図

図版25

蓋

杯

　

蓋

羨道部

口径

13 0

器高

40

口縁部はほぼ直線的に下 り、端部は

丸い。

天丼部は平坦だが、中央部はやや丸

天丼部外面回転ヘラ切 り無調整。

他は回転ナデ。

天丼部内面弱い一定方向ナデ。

胎土 密。

焼成 良好。

色調 外面 青灰色

内面 青灰色

ロクロ回転 時計回 り

744

第44図

図版25

蓋

杯

　

蓋

羨道部

口径

12 4

器局

43

口縁部 はほぼ直線上に下 り、端部 は

やや鋭い。

天丼部 はやや高 く中央部 は平坦。

天丼部外面回転ヘラ削り

他は回転ナデ。

胎土 やや粗。

焼成 良好。

色調 外面 青灰色

内面 青灰色

ロクロ回転 時計回 り

745

第44図 蓋

杯

　

蓋

羨道部

口径

14 3

残存高

30

口縁部は内弯気味に下方へ開き、端

部は丸い。

回転ナデ。 胎土 密。

焼成 良好。

色調 外面 青灰色

内面 青灰色

断面 明青灰色

ロクロ回転 不明

746

第44図 蓋

杯

　

身

羨道部

口径

13 3

受部径

15 1

残存高

39

口縁部は短 く外反気味に立ち上が

り、端部は鋭い。

受部は外上方へのび、端部は丸い。

底部外面回転ヘラ削り。

他は回転ナデ。

胎土 密。

焼成 良好。

色調 外面 青灰色

内面 青灰色

断面 灰白色

ロクロ回転 時計回 り

747

第44図

図版25

蓋

杯

　

身

石室内

石室南

表土

日径

12 1

受部径

13 7

器高

36

口縁部は外反のち短 く直線状のび、

端部は鋭い。

受部は外上方へのび、端部は丸い。

底部はやや深 く丸い。

底部外面回転ヘラ削り。

他は回転ナデ。

底部内面一定方向ナデ。

胎土 密。

焼成 良好。

色調 外面 青灰色

内面 青灰色

ロクロ回転 時計回 り
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番号 器種 出土地点
量

，釦

法
く 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 備 考

748

第44図

図版25 椀 盗掘坑

羨道部

口径

77
器高

75

口縁部 はやや内弯気味に端部 に至

る。端部は鋭い。

体部は底部 より直立 して立ち上が

る。

底部はやや深 く、中央部は平坦。

底部外面回転ヘラ削り。

体部中位に 5本 /1 4cmの 回転カキ

メ。他は回転ナデ。

胎上 密。

焼成 良好。

色調 外面 暗灰色

肉面 青灰色

ロクロ回転 時計回 り

749

第44図

図版25

高

杯

　

蓋

羨道部

口径

14 8

器高

49

口縁部 はやや開 き気味に下 り、端部

付近で若干外反する。端部 は丸い。

天丼部はやや高い。

天丼部外面回転ヘラ削り

他は回転ナデ。

胎土 密。

焼成 不良。

色調

外面 明緑灰色

内面 明オ リーブ灰色

ロクロ回転 時計回 り

750

第44図

図版25

高

杯

　

蓋

込掘坑

口径

13 8

残存高

43

口縁部 はやや外反気味に開 きつつ下

り、端部 はやや鋭い。

天丼部 には偏平なツマ ミが付 く。

天丼部 と口縁部 は弱い稜線 によって

分けられる。

外面には自然袖が認められる。

天丼部外面回転ヘラ削り。

他は回転ナデ。

胎土 密。

焼成 やや不良。

色調 外面 灰白色

内面 灰白色

ロクロ回転 時計回 り

751

第44図

図版25

高

杯

　

身

羨道部

回径

128

受部径

15 4

底径

13 2

器高

15 2

杯部 回縁部は短 く外反して立ち上

がる。端部は鋭い。受部は外上方ヘ

のび、端部は丸い。

脚部 基部より外反しつつ下 り、中

位より大きく外方へ開く。端部付近

内面に断面三角形の段を有する。中

位に弱い四線が 2条巡 り、その上下

に 2方の筋状の透かし穴が穿たれて

いる。

杯部底部外面回転ヘラ削り

他は回転ナデ。

胎土 やや粗。

焼成 不良。

色調

外面 甥オ リーブ灰色

内面 明青灰色

断面 明オ リーブ灰色

ロクロ回転 不明

752

第44図

図版25

高

　

杯
　
　
　
身

羨道部

口径

13 0

受部径

15 8

底径

14 0

器高

15 4

杯部 口縁部は短 く内傾して立ち上

がり、端部は鋭い。受部は外上方へ

のび、端部は丸い。

脚部 基部より外反しつつ下 り、中

位より大きく外方へ開いて端部に至

る。端部内面に断面三角形の段を有

する。脚部中位 と裾部に弱い 2条の

凹線が巡 り、中位の凹線を境に 2段

2方 に筋状の透かし穴が穿たれてい

る。

回転ナデ。 胎上 密。

焼成 不良。

色調

外面 明オ リーブ灰色

内面 明オ リープ灰色

ロクロ回転 不明

753

第44図 一局

杯

羨道部

底径

13 9

残存高

58

脚部は大きく開き端部に至る。端部

内面に断面三角形の段を有する。

上部に弱い凹線が 1条巡 り、 2方 に

方形の透かし穴が穿たれている。

回転ナデ。 胎土 密。

焼成 不良。

色調

外面 明オ リーブ灰色

内面 明緑灰色

断面 明緑灰色

ロクロ回転  不明

754

第44図 高

　

杯

墳丘

底径

14 4

残存高

21

脚部は端部に向かって大きく開 く

端部は丸い。

回転ナデ。 胎上 密。

焼成 良好。

色調 外面 暗灰色

内面 青灰色

断面 青灰色

ロクロ回転 不明

755

第44図

図版25

平

瓶

羨道部

体部

最大径

15 4

残存高

12 7

口頸部は外反気味に立ち上がる。

体部は緩やかに内弯しつつ下 り、中

位で大きく屈曲して、底部に至る。

底部は丸い。

底部外面回転ヘラ削 り。

他は回転ナデ。

胎土 粗。

焼成 不良。

色調 外面 灰白色

内面 灰自色

断面 浅黄橙色

ロクロ回転 時計回 り
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第18表 骨蔵器観察表

番号 器種 出土地点 法 量
lcm)

形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 備 考

756

第45図 短

　

頸

　

重

D3グリッド

口径

98
体部

最大径

15 0

器高

145

口縁部は短 く直立して立ち上がり、

端部に平坦面を有するo

体部は綾やかに内弯 しつつ下 り、中

位で大きく屈曲して、底部に至る。

底部は深 く丸い。

底部外面回転ヘラ削り。

他は回転ナデ。

胎上 鶴

焼成 やや不良。

色調 外面 灰白色

内面 灰自色

断面 灰自色

ロクロ回転 時計回り

第19表 遺構に伴わない須恵器観察表

番号 器種 出土地点
量
＞伽

法
で 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 備 考

757

第46図

蓋

杯

蓋

C6
グリッド

醒
聯
綿
弔

口縁部は内弯しつつ下 ,、 端部付近

で直線的に下る。端部は丸い。

天丼部は丸い。

端部付近内面に 1条の凹線が巡る。

天丼部外面回転ヘラ削り。
他は回転ナデ。

胎土 密。

焼成 良好。

色調 外面 灰黄色

内面 灰白色

断面 灰色

ロクロ回転 時計回り

758

第46図

蓋

杯

董

D6
グリッド

回径

14 5

辮 高

40

回縁部は内弯しつつ下 り、端部付近

で直線的に下る。端都はやや鈍い。

回転ナデ。 胎土 密心

焼成 良好。

色調 外面 青灰色

内面 青灰色

断面 青灰色

ロクロ回転 不明

759

第46図

蓋

杯

身

C6
グリッド

口径

13 2

難

155
残存萬

38

口縁部は内傾 して立ち上が り、中位

でわずかに屈曲して上方へのびる。

端部はやや鋭い。

受部は外上方へのび、端部はやや鋭

底部外面回転ヘラ削り。

他は回転ナデ。

胎土
―
鶴

焼成 泉第

色調 外面 青原色

内面 青灰色

断面 青灰色

ロクロ回転 時計回り

組
翻

膏

杯

身

4号墳東

表土

口径

11 8

受部径

14 2

廃存高

34

口縁部は内傾 し、中位で屈曲して上

方へのびる。端部は鋭い。

受部は水平にのび、端部はやや銃い。

立ち上が ,基部に 1条 の沈線が巡

る。外面に自然釉あり。受部に焼成

時の釉着あり。

回転 ナデ。 胎土 密。

焼戊 良好。

色調 外面 黒色

内面 青灰色

断面 青灰色

ロクロ回転 不明

761

第46図

高

杯
4警 酉

表土 高

離
向
難
窮

脚部は裾部に向かって大きく開く。

裾部近 くに 1条の凹線が巡る。

3方 に方形の透かし穴が穿たれて|

る。

回転ナデ。 胎上 密。

焼成 良好。

色調 外面 暗灰色

内面 青灰色

断面 青灰色

ロクロ回転 不明

脱却
高

　
杯

不明
底径

74
残存高

53

脚部は外屎しつつ下 り、中位で大き

く屈曲して端部に至る。端部内面に

に断面三角形の段を有する。

回転ナデ。 胎土 密。

焼成 不良。

色調 外面 灰白色

内面 灰自色

断面 灰白色

ロクロ回転 不明

７６３麺醜

ム
ロ
　

付

　

壷

4拝丑費

北表土

南表土

3号墳

駈

西斜面

盗掘坑

C6表土

口径

97
体都最大

径

13 5

底径

12 3

器高

23 6

壷部 口頸部は体部より直線状に開

き、日縁部付近で内側に屈曲して端

部に至る。端部は丸い。体部は緩や

かに内弯して下り、底部に至る。底

部はやや平島

脚部 壼部の底部より外反気味に下

り、中位で屈曲して内弯 しつつ端部

に至る。端部内面に断面三角形の段

を有する。

体部上位に 1条、中位に 2条の四線

が巡る。脚部にはやや鋭い稜が巡 り、

上位には方形の透かし穴が 2方に穿

たれている。

監部底部外面回転ヘラ削りのち回転

ナデと底部内面ヘラ状工具による不

整方向ナデ。

脚部内面上半指ナデ。

他は回転ナデ。

胎土 密。

燐成 良好。

色調 1外面 青灰色

内面 青灰色

断面 灰赤色

ロクロ回転 不明

―-301-―



番号 器種 出土地点
量

，伽

法
く 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 備 考

764

第46図
横
　
瓶

C6
グリッド

口径

63
残存高

11 5

口顕部は体部より外反気味に立ち上

が り、中位より内弯しつつ端部に至

る。端部は丸い。

体部は俵状を呈する。

体部の一面には回転ヘラ削 りが、も

う一面には回転カキメが施 されてい

る。

他は回転ナデ。

胎土 密。

焼成 良好。

色調 外面 灰白色

内面 青灰色

断面 青灰色

ロクロ回転 時計回り

765

第46図 甕 東表上
回径

38 6

残存高

47

口頸部 は直線状 に外方へ開き、中位

にやや丸い稜 を有する。

下部 に 1条の沈線が巡 る。

斜線文が 2段施 されている。

外面 に自然釉あ り。

回転ナデ。 胎土 密。

焼成 良好。

色調 外面 黒色

内面 灰色

断面 灰色

ロクロ回転 不明

766

第46図 甕 4号墳東

表土

口径

20 1

残存高

61

口頸部は外反気味に上方へのび、端

部付近でわずかに内弯し、のち外反

しつつ端部に至る。端部内面に断面

三角形の段を有する。中位に 1条の

凹線が巡る。外面に自然釉あり。

回転ナデ。 胎上 密。

焼成 良好。

色調 外面 灰色

内面 灰自色

断面 灰黄色

ロクロ回転 不明

767

第46図 奏 4号墳東

表

口径

15 8

残存高

50

回頸部は外反しつつ上方へのび端部

外面に断面三角形の段を有する。

体部外面格子タタキ。体部内面同心

円タタキ。

他は回転ナデ。

胎土 密。

焼成 良好。

色調 外面 青灰色

内面 青灰色

断面

褐灰色・ 青灰色

ロクロ回転 不明

768

第46図
壷 1号墳

墳丘

高台径

97
残存高

83

体部は内弯しつつ上方へのびる。

底部に断面方形の高台が付 く。

底部外面回転ヘラ削り。

他は回転ナデ。

胎土 密。

焼成 良好。

色調 外面 灰白色

内面 灰白色

断面 青灰色

ロクロ回転  時計回 り
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図版 2
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図版 3

調査前遠景



図版 4
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図版 5
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図版 6
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図版 7
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図版 9

SM 1002石室床面遺物出土状況
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図版 10

SM 1002石室床面礫床除去状況
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図版 11
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図版 12
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SM 1003主体部検出状況 ③

SM 1003遺物出上状況 (1)
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図版 14
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図版 16
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図版 17
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図版 18
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図版 19
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図版20

SM 1004床面遺物出土状況

野

SM 1004床面検出状況

―-323-―



図版21

SM 1004床面検出状況及び断ち割 り状況
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図版25
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図版26
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1 本章は四国縦貫自動車道に伴う、山田古墳群Aの発掘調査報告である。

2 発掘調査期間及び報告書作成の実施期間は次のとおりである。

・ 発掘調査        平成 3年 5月 28日 ～平成 3年 6月 6日 (試掘)

平成 3年 7月 20日 ～平成 4年 2月 20日 (本調査 )

・整理業務、報告書作成  平成 5年 4月 1日 ～平成 6年 3月 31日

3 遺物番号、挿図番号はすべて通し番号 とした。



V 山田古墳群 A

1 調査の経過

(1)調査の経過

山田古墳群Aでは、四国縦貫自動車道建設予定地の尾根状に古墳状の隆起が認められ、古

墳の存在が予想された。平成 3年度に50習の試掘調査を行った結果、横穴式石室と五輪塔を

用いた墳墓の存在が確認されたため、本調査実施の運びとなった。

本調査開始の時点で

は、南東側の斜面部は

調査区に組み入れられ

ていなかったが、調査

の途中で、工事の際に

法面としてカットされ

ることが判明 したた

め、調査範囲に追加さ

れることとなった。

調査 は2,150m2を 対

象としており、平成 3

年 7月 20日 ～平成 4年

3月 20日 まで実施され

た。古墳の墳丘が遺存

していたため、その位

置 。規模を正確におさ

える目的で掘削前の時

点で25cmコ ンターを基

本 とする地形測量を行

っている。

1 4 5 6 7 8 9110 H

Y=84′ 550

第 1図 グリッド酉己置図
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② 発掘調査の方法

調査区は尾根上の緩い傾斜地と南東側のやや急な斜面とに分かれ、南北に長い。本報告書

の段階では、遺構が検出された地点の地形の特徴も考慮にいれながら、尾根上と南東斜面の

2地点を中心に記述を進める。

グリッドは国土座標軸のX軸・ Y軸を基に、 5m× 5mを単位 として設定した。グリッド

番号は東西方向 (X軸方向)をアラビア数字で、南北方向 (Y軸方向)をアルファベットで

組み合わせて表記する。東西方向は 1～ 11、 南北方向はA～Wがあるため、南西隅がA-1、

北東隅がW-11と いうグリッド番号となる。調査の経過でも触れたとおり調査区の再設定が

調査着手後に行われたため、グリッド番号に関しては報告書の段階で当初のものから変更し

ている。

13)調査日誌抄

1991年

7月 25日 平板 による調査前の地形測量開

始。

8月 16日  地形測量終了。

8月 22日 人力掘削開始。

9月 7日 SM1001周辺精査。

9月 20日 ST1001～ ST1006検 出作業。

9月 26日  SM1001。 1002、 ST1001・ 1002検

出状況写真。

10月 2日 ST1001・ 1002掘 り下げ開始。

SM1001前庭部遺物検出作業及び

遺物平面図作成。

10月 3日  SM1001主体部検出作業。

10月 8日  ST1003・ 1004・ 1005掘 り下げ開始。

10月 9日  SM1001横穴式石室精査。

10月 18日  SM1002墳丘検出作業。

10月 21日  SM1001周 濠検出作業及び掘 り下

げ 。

10月 23日  3区中世墓周辺精査。

10月 24日 基檀状遺構検出状況写真。

‐
==罵憲:駆移

写真 2 空中撮影風景
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写真 3 現地説明会風景

10月 28日 SM1002周濠・横穴式石室掘 り下

げ 。

11月 11日  SM1001横ズ 式石室床面検 出作

業。

11月 14日  SM1001横穴式石室の排水溝

検出作業。

11月 18日  ST2001～ 2004検 出作業。

11月 19日  SM1003精査。

11月 20日 岡山県古代吉備センターより3名

来訪。

11月 26日 空中撮影。

各遺構の写真撮影。

12月 7日 現地説明会。

12月 10日  SM1001墳丘断ち割 り。

ST2001～ 2004掘 り下げ。

1992年

1月 7日 各遺構完掘状況写真。

1月 8日 SM1003墳丘断ち割 り。

1月 16日 SM1002墳丘断ち割 り。

ST2001下部遺構精査。

1月 17日 ST2003。 ST2004下部遺構精査。

1月 24日 SM1001墳丘盛 り上除去。

1月 31日  ST1003～ 1005断ち割 り。

2月 4日  SM1002断ち害Jり 。

2月 7日 ST1001完掘状況写真。

2月 18日  SM1001盛 り上除去状態の地形測

量。

2月 20日 現場撤収。

―-335-―



竹

ゆ

言 宅 ド°「

噌 プ
100m

第 2図 調査地位置図

―-336-



珍
多   3【 、

２争趙却“公

ち
$

lx=乾蜘 o

Y=84′ 540

ユ

覇
66 oo

6ア o0

68 oo

榊
〇
〇
導
卜
の

出
〇
〇
Ｈ
遷
∽

蜘６６００吐一嘘蜘６２００ｍ．嚇

旧
董
お

―
∞

X=馳 401

Y=84′ 500

5異

的

“

万キ1 夕瘍

■/Ω【

Ell

ン´

浮

IX=ψ嘲 o

Y=84′ 500

IX=町
乾 0

里鞠′V― v

Y=84′ 500

第 3図 調査前地形測量図

―-337。 338-―



―

F=恥
確0

lx=鴫 認 0
30m

第 4図 調査後地形測量図 (全体)
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2 調査成果

(1)現況と基本層序

まず調査前の状況について、地形測量図を基に概観する (第 3図 )。

山田古墳群Aが位置する地点は南北に伸びる尾根 とその南東側の斜面である。尾根上にお

いては標高60～70mの地点が相当する。この間の延長は70mを測るが、際だった傾斜変換も

みられずなだらかである。地形測量図には現れていないが、尾根の中央部標高60mよ り南側

についてはやや傾斜が変化しており、下 りはわずかに急となっている。このことは、標高60

m付近に築かれた 1号墳からの眺望がきわめてよいことを示している。 1号墳が検出された

地点では等高線の乱れがはっきり観察され、横穴式石室を主体 とする円墳があり盗掘を受け

ているらしいことがこの時点で明かとなった。また、 2号墳が検出された地点でも等高線が

若干乱れていることが、検出後に結果 として分かった。尾根の周囲には大小の攪乱や土砂の

流失に伴う落ち込みが多数認められる他、尾根の東側にはため池がつくられていることから、

遺構が築かれた段階と比較すると地形はかなりの改変を経ていることが分かる。この部分で

の堆積は尾根上では表上の腐食土直下において風化砂岩を含む基盤層に到達し、包含層は遺

存していない。それに対してヽ東側斜面部においては流失上が堆積しており、厚い箇所では

lmを越える堆積があつた。

_南東側斜面では、限られた測量範囲のため全体の起伏は表現できていないが、やはり攪乱

などによる小規模の落ち込み 。攪乱のある状況が分かる。斜面部では尾根上 と比較すると安

定した堆積状況を示しており若干の包含層がみられ、隣接する遺構に伴う土器片や五輪塔が

出上した。

12)遺構と遺物

検出された遺構は、古墳 3基、小竪穴式石室 5基、中世墓 4基などである(第 4図 )。 古墳

時代の遺構は調査区の南半の尾根上から東斜面にかけて検出された。中世墓は調査区南東端

の斜面に集中している。 1号墳 (SM1001)の南側・南東側の斜面の調査区外では、須恵器が

散布する箇所が広がり、古墳時代の遺構や中世墓群の範囲がさらに広 くなることが確実であ

る。 3号墳は墳丘北西側、尾根の東側のため池とそれに伴う導水施設による攪乱を受けてい

た。 3号墳のような墳丘を失った古墳が、調査区外にも点在する可能性も見込んでおく必要

がある。

一-341-―



調査区の北半は表土直下が砂岩質の基盤層であり、遺構は検出されなかったが、尾根の稜

線上にあたる表土中より、須恵器の蔵骨器 1個体分などの遺物がわずかに出上した。破片が

広い範囲より出上している点や、遺存の程度が低いことから蔵骨器の埋納施設が築かれては

いたものの、完全に削平されていたことが想定される。また、蔵骨器の周辺では古墳時代の

須恵器も少数ではあるが出上しており、尾根線上に何らかの遺構があった可能性 も想定がで

きる。

蔵骨器 (第 5図 )

Q-5・ 6グ リッド地点の表土中より出土

した。全体の約20%程度の遺存状態である。

高台は完全に欠損しており、蓋に相当する破

片も認められない。最大径を上位 1/3に もつ

偏球形の体部に、直立する短い口縁部がつく。

体部肩外面には爪の圧痕を伴う指頭圧痕が部

分的には2段にわたって巡るが、焼成前の作  第5図 Q-5・ 6グ リッド出土須恵器蔵骨器

業時についたものであろう。焼成は全体に一様ではなく、体部下半及び脚部内面ではやや不

良で、焼成不良の部分の色調はやや黄色みが強い。色調・胎上の面からは古墳時代に伴うも

のとは明らかに違う特徴をもつ。共伴遺物がないため、明確に年代をおさえることは困難で

あるが、他遺跡の例などからみて 8世紀後半～ 9世紀前半に位置づけておきたい。

同様の須恵器の蔵骨器は、隣接する山田古墳群Bでも人骨などを伴つて出上している (1)。

板野町域から上板町域の広い範囲において古代の埋葬が数例知られており、古代において大

山の麓一帯が墓域 として意識されていた可能性がある。

A 尾根上の遺構

尾根上では尾根の先端部 とも言うべき立地を示す 1号墳 と、 1号墳に隣接する 2号墳が主

要な遺構である。 1号墳の墳丘の周囲に検出された 5基の小竪穴式石室は 1号墳に伴うもの

とみられるため、1号墳に引き続いて記述を進める。以下、各遺構の概要を述べてゆきたい。

1号墳 (SM1001)

位置

山田古墳Aが位置する尾根の稜線上中央部、」・ K・ L-2・ 3・ 4・ 5グ リッドに築か

れた横穴式石室を主体 とする円墳である。尾根は緩やかな傾斜をもっているものの、 1号墳
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第 6図 SM1001墳丘図

の南側では傾斜はやや急になり、下の水田面へと下っている (第 3図。第 4図 )。 1号墳は標

高60～62mに位置し、下位の水田面は標高45m台で比高差は15m余 りである。後述する 2号

墳・ 3号墳などと比較すると、この尾根の中では最も展望のきく条件のよい占地 ということ

ができる。
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外部施設

墳丘 (第 6図 。第 7図 )

調査前の地形測量の段階で、等高線の微妙な形状や盗掘坑の掘 り方の落ち込みから、横穴

式石室を主体 とする径15～20mの円墳が想定された。調査の結果、周濠を伴うほぼ正円の円

墳であり、その規模は墳丘の径が10mである。周濠を含めた全体の規模は13.5～ 14mと なる。

横穴式石室を覆うのに充分な高さを復元すると高さは約 4mと なる。

まず、基盤層に平面U字形の墓墳を掘削している。墓墳の規模は全長7.05m、 最大幅3.5m、

深さは奥壁よりの最も深い部分で1.5m以上に及んだものと考えられる。この場合、掘削土量

は約18m3と 想定される。

横穴式石室の構築手順は、壁体を構築しながら裏込め部分に上を盛ってゆくもので、奥壁

部分では8度に (31～ 23層 )、 玄室東側側壁では 4度に (70～ 67層)分けて充填し、壁体の構

築に従って盛 り上を行う。盛 り上部分には炭化物を含む層 (23・ 33・ 48・ 57・ 58・ 63・ 68・

75。 83・ 85層)が鍵層として確認できる。炭化物を含む層を盛 り土及び裏込め部分の構築時

の作業単位 として把握すれば、異なる性質の上 3～ 4層 を互層を盛るという作業工程を二

～五度繰 り返していたことが分かる。

周濠

墳丘の北側 と東側に周濠を巡らせる。東側の周濠の縁辺は、 2号墳の周濠によって切られ

ている。西側についても周濠を巡らせていた可能性があるが、土砂の流失によって本来の地

形が失われているために確認することができなかった。遺存していた部分の計測値は墳丘北

側部分の最大幅が2.45m、 東側の最大幅1.55mで ある。その深さについても流失している箇

所では浅いものとなっている。

最も遺存状態の良い墳丘北側ではは30餌強の堆積が遺存していた。堆積は 4層 (17～ 20層 )

に分けられるが、いずれもしまりがなく柔らかい砂質土である。これらのうち上位 2層中に

は須恵器片が含まれていた。

外区列石

墳丘検出面の墓墳を取 り囲むU字形に検出された (第 6図 )。 石材はすべて砂岩であるが、

2号石室墓の墓墳より北側約 lmを境にして西側が角礫、東側が円礫で構成されていた。礫

の大きさは角礫の部分では、径10cm程度の拳大のものから径50cmの やや大形のものまで多様

な大きさのものがみられるのに対して、円礫の部分では長径30～50cmの細長いものに揃って

いる特徴がある。 1号墳墳丘内に築かれた 2基の小竪穴式石室の墓墳の部分では、これらの

列石は途切れている。これらの列石の年代は明確には押さえることができない。礫の下面よ

り1号墳と同時期 と考えられる須恵器が出土しており、① l号墳の墳丘築造時、②小竪穴式

石室築造時、③古墳再利用時または盗掘時、などの可能性が考えられる。小竪穴式石室の構
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